
大豊町　広報

数字にみるわがまち
（令和４年3月 31日現在）

人口	 合計	 3,312	人（-85）
	 男	 1,535 人（-38）	
	 女	 1,777 人（-47）	
	 年少 (15 歳未満 )	178 人	（-5）5.37%
	 老年 (65 歳以上 )	1,962 人（-39）59.24%
	 世帯数	 1,992 世帯（-31）
	 ３月中の届け出	 出生：0人　死亡：6人
	 	 転入：15人　転出：14人

(　　) は前年同月比

藤川球児氏とトークセッション

５
令和 4年



議会だより　秀峰議会だより　秀峰 23

令和４年２月臨時会
令和４年３月定例会
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主な使いみち（一般会計第７回）

　予算執行状況による調整を行ったほか、森林環境譲与税基金への積立金等について予算計上した結
果、１億 7,622 万 2 千円の減額。

主な使いみち（一般会計第５回）

　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金に係る１億 1,560 万 1 千円の計上

補正予算　（賛成・全員）

令和４年度当初予算　（賛成・全員）

主な使いみち（国民健康保険特別会計第３回）

　予算執行状況による調整を行った結果、36 万 5 千円の増額。

　２月 21日開会、会期は１日間、町長提出の令和３年度補正予算専決処分の承認をはじめ、
令和３年度補正予算（債務負担行為の追加）、指定管理者の指定など６件を可決、専決処分
３件の報告を受け閉会した。

　３月８日開会、３月 18日までの 11日間の会期、町長提出の令和４年度当初予算をはじめ、
令和３年度補正予算、条例など 21件を可決、農業委員会委員の選任、固定資産評価審査委
員会委員の選任、議会議員派遣に関する決議及びロシアによるウクライナ侵略を非難する決
議を可決採択、専決処分２件の報告、委員会調査報告１件を受け、継続審査・調査付託を決
定の上、閉会した。

会　　　計 補　正　額 補正後の額

一般会計（第５回）専決処分 1 億 1,560 万 1 千円 72 億 164 万 4 千円

会　　　計 補　正　額 補正後の額

一般会計（第７回） △ 1 億 7,622 万 2 千円 70 億 2,542 万 2 千円

国民健康保険特別会計（第３回） 36 万 5 千円 7 億 5,760 万 1 千円

介護保険特別会計（第４回） 264 万 1 千円 8 億 5,833 万 3 千円

会　　　計 本年度予算 前年度当初予算額 比　較

一般会計 53 億 9,819 万 8 千円 58 億 4,769 万 9 千円 △ 4 億 4,950 万 1 千円

国民健康保険特別会計 7 億 3,020 万 8 千円 7 億 4,684 万 7 千円 △ 1,663 万 9 千円

介護保険特別会計 8 億 4,917 万 6 千円 8 億 219 万 4 千円 4,698 万 2 千円

後期高齢者医療特別会計 9,464 万 9 千円 9,112 万 7 千円 352 万 2 千円

簡易水道事業特別会計 2 億 7,214 万 9 千円 1 億 7,087 万 1 千円 1 億 127 万 8 千円

第 505回（令和4年 2月）臨時会（賛成・全員）

第 506回（令和4年 3月）定例会

主な使いみち（介護保険特別会計第４回）

　予算執行状況による調整を行った結果、264 万 1 千円の増額。

一般会計の主な財源（歳入）

国 庫 支 出 金 ４億 6,108 万３千円（前年度比△ 35.9％、２億 5,853 万８千円の減）
　 教育施設整備事業関連の皆減等。
県 支 出 金 ４億 9,943 万６千円（前年度比 35.1％、１億 2,967 万４千円の増）
　 木材加工流通施設整備事業費補助金の皆増等。
諸 収 入 4,447 万５千円（前年度比△ 79.6％、１億 7,388 万８千円の減）

ZEB（ゼロ・エネルギー・ビル）事業費補助金の皆減等。
町 債 ５億 7,230 万円（前年度比△ 55.1％、７億 350 万円の減）

教育施設整備事業債及び災害復旧債の皆減等。

一般会計の主な使いみち（歳出）

物 件 費 ９億 2,875 万１千円（前年度比 3.7％、3,326 万９千円の増）
林道橋梁修繕詳細設計委託料、道路台帳整備委託料の皆増等。

扶 助 費 ４億 181 万１千円（前年度比 7.8％、2,905 万７千円の増）
障がい者自立支援給付費の増等。

補 助 費 ８億 2,884 万５千円（前年度比△ 9.1％、8,319 万３千円の減）
地方創生臨時交付金事業による経済活性化商品券交付等の事業費の皆減等。

普通建設事業費 ９億 4,840 万８千円（前年度比△ 45.0％、７億 7,492 万７千円の減）
教育施設建設工事費の皆減等。

災 害 復 旧 費 １億 2,600 万円（前年度比△ 26.3％、4,500 万円の減）
林道施設・公共土木施設災害復旧費等の減。

公 債 費 ８億 4,296 万円７千円（前年度比 89.6％、３億 9,836 万４千円の増）
繰上償還（予定）による増等。
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大
豊
町
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

大
豊
町
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例例
（
賛
成
・
全
員
）

●
大
豊
町
立
大
豊
学
園
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

活
動
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
運
営
母
体
の

組
織
名
称
を
変
更
し
、
町
の
組
織
の
附
属
機
関
と

す
る
た
め
改
正
す
る
。

大
豊
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

大
豊
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

部
を
改
正
す
る
条
例

（
賛
成
・
全
員
）

●
附
属
機
関
等
の
見
直
し
に
よ
り
、
廃
止
す
る
も
の

及
び
新
た
に
附
属
機
関
に
位
置
付
け
る
も
の
に
つ

い
て
定
め
る
た
め
改
正
す
る
。

大
豊
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び

大
豊
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び

大
豊
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償

大
豊
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
賛
成
７
・
反
対　

前
野
・
欠
１
）

●
令
和
３
年
の
人
事
院
勧
告
を
基
に
し
た
給
与
改
定

を
行
う
た
め
改
正
す
る
。

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

る
条
例
（
賛
成
・
全
員
）

●
上
位
法
令
の
改
正
に
よ
り
、
非
常
勤
職
員
の
育
児

休
業
等
の
取
得
要
件
の
緩
和
等
を
図
る
た
め
改
正

す
る
。

大
豊
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

大
豊
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
条
例
（
賛
成
・
全
員
）

●
上
位
法
令
の
改
正
に
よ
り
、
未
就
学
児
に
係
る
被

保
険
者
均
等
割
額
に
つ
い
て
減
額
し
、
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
改
正
す
る
。

大
豊
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務
教
育
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校
設
置
条
例
の
施
行
に
伴
う

大
豊
町
立
義
務
教
育
学
校
設
置
条
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の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
（
賛
成
・
全
員
）

●
義
務
教
育
学
校
の
設
置
に
伴
い
、
関
係
条
例
中
の

条
文
の
整
備
及
び
所
要
の
改
正
を
行
う
。

大
豊
町
社
会
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

大
豊
町
社
会
体
育
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設
の
設
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び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
賛
成
・
全
員
）

●
お
お
と
よ
小
学
校
の
閉
校
に
伴
い
屋
内
運
動
場
を

社
会
体
育
施
設
と
す
る
た
め
改
正
す
る
。

大
豊
町
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農
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広
場
照
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設
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使

大
豊
町
大
杉
農
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広
場
照
明
施
設
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用
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徴
収
条
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す
る
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例

用
料
徴
収
条
例
の
一
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を
改
正
す
る
条
例

（
賛
成
・
全
員
）

●
大
杉
農
村
広
場
照
明
施
設
の
改
修
に
伴
い
、
使
用

料
に
つ
い
て
改
正
す
る
。

大
豊
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
豊
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
賛
成
・
全
員
）

●
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
消
防
団
事
務
の
一
部
を

嶺
北
広
域
事
務
組
合
で
共
同
処
理
す
る
こ
と
に
伴

い
、
団
員
の
年
額
報
酬
及
び
出
動
報
酬
を
交
付
税

単
価
に
統
一
す
る
た
め
改
正
す
る
。

嶺
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広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更

嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更

（
賛
成
・
全
員
）

●
嶺
北
４
町
村
の
各
消
防
団
の
相
互
連
携
の
強
化
及

び
消
防
団
事
務
の
集
約
化
並
び
に
効
率
化
を
図
る

た
め
、
大
豊
町
消
防
団
の
事
務
の
一
部
に
つ
い
て
、

嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
で
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同
処
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す
る
た
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す
る
。
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の
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大
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光
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の
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に
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の
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定

大
豊
町
拠
点
観
光
施
設
の
管
理
に
関
す
る
指
定
管
理
者
の
指
定
（
賛
成
・
全
員
）

●
大
豊
町
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
き
に
関
す
る
条
例

　
（
平
成
17
年
大
豊
町
条
例
第
１
号
）
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定

第
505
回
臨
時
会

主
な
条
例
改
正
等

第
506
回
定
例
会

大杉観光センター山荘梶ヶ森・梶ヶ森天文台 ゆとりすとパークおおとよ

■
第
506
回
定
例
会

農
業
委
員
会
委
員
選
任
の
同
意

農
業
委
員
会
委
員
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任
の
同
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（
賛
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・
全
員
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

固
定
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価
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員
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選
任
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同
意

選
任
の
同
意
（
賛
成
・
全
員
）

農
業
委
員
会
会
長

農
業
委
員
会
会
長

住　所　大豊町小川 441 番地

氏　名　小
お が わ

川　進
すすむ

住　所　大豊町筏木 56 番地

氏　名　小
お が さ わ ら

笠原　征
せ い た ろ う

太郎　

人　

事

住　
所

大
豊
町
中
村
大
王

１
７
６
５
番
地
イ

氏　
名

原は
ら　
亜あ

ゆ

み
由
美

住　
所

大
豊
町
立
川
上
名
９
０
５
番
地

氏　
名

宮み
や
が
わ川　
利と
し
し
げ重　

住　
所

大
豊
町
和
田
４
２
番
地
１

氏　
名

北き
た
む
ら村　
栄え
い
じ治

住　
所

大
豊
町
粟
生
１
６
１
番
地

氏　
名

小お
が
さ
わ
ら

笠
原　
章あ
き
ひ
と仁

住　
所

大
豊
町
東
土
居
２
５
０
番
地

氏　
名

上か
み
い
け池　
如き
さ
お夫

住　
所

大
豊
町
西
峯
６
８
７
番
地
２

氏　
名

信の
ぶ
た
か髙　
昭あ
き
お男　

住　
所

大
豊
町
小
川
４
４
１
番
地

氏　
名

小お
が
わ川　
進す
す
む

住　
所

大
豊
町
中
村
大
王

１
８
５
９
番
地

氏　
名

小お
が
さ
わ
ら

笠
原　
正た
だ
し　

住　
所

大
豊
町
船
戸
５
６
番
地
３

氏　
名

三み
た
に谷　
晴は
る
き喜

住　
所

大
豊
町
佐
賀
山
８
３
４
番
地

氏　
名

酒さ
か
い井　
笑え
み
こ子

１　

施
設
の
名
称

ゆ
と
り
す
と
パ
ー
ク
お
お
と
よ

２　

指
定
す
る
団
体

西
日
本
高
速
道
路　

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
四
国
株
式
会
社　
　

３　

指
定
の
期
間

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

１　

施
設
の
名
称

大
杉
観
光
セ
ン
タ
ー

２　

指
定
す
る
団
体

西
日
本
高
速
道
路　

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
四
国
株
式
会
社　
　

３　

指
定
の
期
間

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

１　

施
設
の
名
称

山
荘
梶
ヶ
森
・
梶
ヶ
森
天
文
台

２　

指
定
す
る
団
体

株
式
会
社
ア
ン
バ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ　

３　

指
定
の
期
間

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

整理
番号 路線名 起終点 重要な経過地

1510 町道大王下
ニシノヲカ線

起点　
終点 

大豊町大字中村大王字下コバチ 1752 番 2 地
大豊町大字中村大王字ニシノヲカ 2083 番 2 地

7907 町道柚木
第１支線

起点 
終点 

大豊町大字柚木字中屋 1229 番 5 地先
大豊町大字柚木字阿地ノ地 1242 番 3 地先

7908 町道柚木
第２支線

起点 
終点 

大豊町大字柚木字蟻之本 125 番 4 地先
大豊町大字柚木字仁瀧 113 番 3 地先

（認定）

整理
番号 路線名 新旧

の別 起終点 敷地の幅員 延長

903 町道大杉線
旧 大豊町大字杉字上川成 759 －ロ－ １番地先 

大豊町大字杉字北畠 92 番地先
最大  7.20 ｍ
最小  4.00 ｍ 464.86 ｍ

新 大豊町大字杉字上川成 759 －ロ－ １番地先
大豊町大字杉字北畠 107 番 3 地先

最大  7.20 ｍ
最小  4.00 ｍ 507.86 ｍ

（変更）

（廃止） 整理
番号 路線名 起終点 重要な経過地

7904 町道柚木阿地ノ地線 起点　
終点 

大豊町大字柚木字中鴨尻 277 番地先
大豊町大字柚木字仁井屋 1262 番地先
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部
６
名
、
大
杉
分
団
19
名
、
大

田
口
分
団
24
名
、
立
川
分
団
16

名
、
天
坪
分
団
６
名
の
総
員
87

名
が
出
動
し
、
消
火
活
動
に
当

た
り
ま
し
た
。
こ
の
火
災
で
木

造
２
階
建
住
宅
１
棟
92
・
３
㎡

が
全
焼
し
、
住
人
の
男
性
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
対

し
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

◆
日
本
航
空
（
株
）
高
知
支
店

と
の
地
方
創
生
の
推
進
に
向

け
た
連
携
と
協
力
に
関
す
る

協
定
締
結
に
つ
い
て

　

３
月
１
日
（
火
）
に
日
本
航

空
（
株
）
高
知
支
店
と
本
町
は
、

相
互
の
連
携
を
強
化
し
、
双
方

の
保
有
す
る
資
源
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
町
に

お
け
る
地
方
創
生
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
特
産
品

の
商
品
化
や
地
産
外
商
、
観
光

振
興
な
ど
産
業
振
興
に
向
け
た

取
り
組
み
や
、
農
業
や
食
を
観

光
と
組
み
合
わ
せ
た
旅
行
商
品

化
な
ど
、
交
流
人
口
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
を
協
働
で
進
め

て
行
き
ま
す
。

■■  

教
育
委
員
会
よ
り

教
育
委
員
会
よ
り

◆
お
お
と
よ
小
学
校
臨
時
休
業

　

３
月
４
日
（
金
）
に
、
お
お

と
よ
小
学
校
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
者
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
学
校
長
、
学
校
医
と
協
議
を

行
っ
た
結
果
、
学
年
閉
鎖
を
決

定
し
保
護
者
の
方
々
に
お
知
ら

せ
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
５
日
（
土
）
に
新

た
な
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
、
更

な
る
感
染
者
発
生
の
危
惧
と

様
々
な
行
事
等
が
控
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
学
校
長
、
学
校
医

と
再
協
議
を
行
い
早
急
に
感
染

拡
大
を
防
止
す
る
措
置
と
し

て
、５
日
（
土
）
か
ら
９
日
（
水
）

ま
で
の
５
日
間
を
臨
時
休
業
と

決
定
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間

保
健
所
と
学
校
が
連
携
を
し
て

濃
厚
接
触
者
の
特
定
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
７
日
（
月
）
に
更

に
新
た
な
陽
性
者
が
確
認
さ

れ
、
感
染
者
は
全
員
学
年
が
違

い
学
校
中
に
感
染
が
広
が
る
可

能
性
が
あ
り
、
ま
た
保
健
所
か

ら
は
、
濃
厚
接
触
者
は
全
児
童

数
の
半
数
以
上
に
な
る
と
い
う

連
絡
も
あ
り
ま
し
た
。
濃
厚
接

触
者
の
自
宅
待
機
期
間
は
最
長

で
11
日
（
金
）
ま
で
と
な
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
、
お
お
と

よ
小
学
校
を
臨
時
休
業
と
し
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
も
同
様
に

休
む
措
置
を
執
り
ま
し
た
。

　

関
係
す
る
方
々
へ
の
誹
謗
中

傷
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
無
い

よ
う
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

に
は
特
に
配
慮
し
て
い
た
だ

き
、
感
染
し
た
児
童
の
１
日
も

早
い
回
復
と
感
染
の
早
期
終
息

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

◆
高
原
で
行
方
不
明
者
捜
索

　

高
須
で
建
物
火
災

　

１
月
15
日
（
土
）
正
午
に
嶺

北
消
防
署
よ
り
高
原
地
区
内
に

お
い
て
、
軽
乗
用
車
を
脱
輪
さ

せ
た
ま
ま
３
日
間
放
置
し
、
行

方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
女
性

が
い
る
と
の
連
絡
を
受
け
、
高

知
東
警
察
署
14
名
、
嶺
北
消
防

署
10
名
、
落
合
分
団
落
合
部
17

名
、
本
部
５
名
の
総
員
46
名
が

出
動
し
、
捜
索
活
動
に
当
た
り

ま
し
た
。
捜
索
の
結
果
、
同
日

に
南
小
川
の
川
辺
で
お
亡
く
な

り
に
な
っ
て
い
る
状
態
で
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
25
日
（
火
）
14

時
15
分
頃
に
原
因
不
明
に
よ
る

建
物
火
災
が
高
須
地
区
で
発
生

し
、
嶺
北
消
防
署
16
名
、
団
本

行
政
報
告

行
政
報
告

■■  

第第
506506
回
定
例
会

回
定
例
会

大石雅夫町長

鎌倉仁教育長

■
第
■
第
505505
回
臨
時
会

回
臨
時
会

▼
小
川
智
也
議
員

　

大
豊
町
拠
点
観
光
施
設
の
ゆ

と
り
す
と
パ
ー
ク
お
お
と
よ
及

び
大
杉
観
光
セ
ン
タ
ー
は
西
日

本
高
速
道
路
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
四
国
（
株
）、
山
荘
梶
ケ
森

は
（
株
）
ア
ン
バ
ー
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
に
管
理
を
委
託
し
て
３

年
後
を
ど
の
よ
う
に
予
測
す
る

の
か
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

山
荘
梶
ケ
森
に
つ
い
て
は
、

現
在
年
間
約
１
，０
０
０
名
の

利
用
が
あ
る
が
、
３
年
後
は

主
な
質
疑

主
な
質
疑

キ
ャ
ン
プ
場
、
山
荘
梶
ケ
森
、

天
文
台
の
利
用
で
約
50
％
増
の

約
１
，５
０
０
名
の
収
客
を
計

画
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ゆ
と
り
す
と
パ
ー
ク

お
お
と
よ
に
つ
い
て
も
、
現
在

年
間
８
，０
０
０
名
の
入
園
者

が
あ
る
が
、
入
園
者
の
増
加
を

図
り
つ
つ
、
キ
ャ
ン
プ
場
及
び

コ
テ
ー
ジ
等
の
宿
泊
を
伸
ば

し
、
約
１
，２
０
０
名
の
宿
泊

に
繋
が
る
よ
う
計
画
し
て
い

る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

指
定
す
る
３
年
間
は
経
営
や

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
町
は
ど

こ
ま
で
立
ち
入
っ
て
指
定
管
理

者
に
意
見
を
言
え
る
の
か
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

基
本
協
定
を
締
結
し
て
、
そ

の
中
で
管
理
運
営
目
標
が
あ

り
、
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
経
費
の
縮
減
な
ど
を
お
願

い
し
、
運
営
目
標
、
達
成
状
況

を
把
握
す
る
た
め
に
随
時
報
告

を
求
め
、
報
告
で
分
か
ら
な
い

部
分
に
つ
い
て
は
実
地
調
査
を

す
る
。
な
お
、
管
理
運
営
の
目

標
達
成
が
で
き
な
い
と
判
断
し

た
時
は
、
本
業
務
の
改
善
指
示

を
行
う
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

以
前
の
ゆ
と
り
す
と
パ
ー
ク

の
集
客
状
況
は
、
何
度
か
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
か
な
り
の
集

客
人
数
が
あ
っ
た
。
コ
テ
ー
ジ

の
利
用
は
大
人
数
集
ま
ら
な
い

の
で
、
継
続
し
た
利
用
で
の
集

客
に
な
る
が
、
今
後
コ
ロ
ナ
禍

で
の
施
設
運
営
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

あ
る
一
定
の
団
体
集
客
は
考

え
て
い
る
。
修
学
旅
行
、
遠
足

な
ど
四
国
内
の
方
は
四
国
内
で

行
う
流
れ
が
あ
り
、
地
域
の
方

の
協
力
を
得
て
、
こ
ん
に
ゃ
く

作
り
や
豆
腐
作
り
な
ど
簡
単
な

生
活
体
験
な
ど
を
計
画
し
て
い

て
、
１
２
０
人
程
度
の
学
校
等

団
体
受
入
を
進
め
て
行
く
予
定

で
あ
る
。

■
第
■
第
506506
回
定
例
会

回
定
例
会

▼
前
野
由
和
議
員

　

林
業
総
務
費
の
森
林
環

境
健
全
化
事
業
補
助
金
２
，

３
６
８
万
円
を
減
額
し
た
説
明

を
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

当
初
32 

ha
を
予
定
し
て
い
た

が
、
事
業
実
施
者
が
い
な
か
っ

た
た
め
、
全
額
減
額
す
る
も
の

で
あ
る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

固
定
資
産
税
の
滞
納
繰
越
分

２
１
７
万
６
千
円
は
滞
納
額
か

ら
い
う
と
、
非
常
に
少
な
い
金

額
を
計
上
し
て
い
る
が
。

▼
平
石
稔
総
務
課
長

　

令
和
２
年
度
の
滞
納
分
の
徴

収
率
は
27
％
程
度
で
、
こ
の
徴

収
率
か
ら
計
算
し
て
来
年
度
分

を
計
上
し
て
お
り
、
全
て
の
滞

納
額
を
来
年
度
に
計
上
し
て
い

な
い
。

▼
小
川
智
也
議
員

　

農
工
セ
ン
タ
ー
使
用
料
に
つ

い
て
、
ト
イ
レ
の
電
灯
を
付

け
っ
ぱ
な
し
で
帰
ら
れ
る
方
が

い
る
。
ま
た
最
近
は
窓
が
開

け
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
て
、

警
備
上
の
問
題
も
あ
る
の
で
指

導
を
お
願
い
す
る
。

▼
北
村
邦
彦
教
育
次
長

　

電
灯
の
チ
ェ
ッ
ク
、
戸
締
ま

り
等
を
徹
底
す
る
よ
う
周
知
す

る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

商
工
費
負
担
金
の
地
方
創

生
移
住
支
援
事
業
負
担
金

１
２
０
万
円
の
説
明
を
。

▼
平
石
稔
総
務
課
長

　

移
住
者
支
援
金
で
あ
る
。
東

京
圏
か
ら
町
内
に
移
住
さ
れ
る

方
に
対
し
て
支
援
す
る
も
の
で

あ
る
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

単
身
の
方
が
60
万
円
、
世
帯

の
方
が
１
０
０
万
円
で
単
身
１

人
と
１
世
帯
を
計
上
し
て
い

る
。
な
お
県
負
担
割
合
が
75
％

で
あ
る
。

臨時休業となったおおとよ小学校
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▼
藤
丸
髙
徳
議
員

　

移
住
促
進
研
修
所
使
用
料
に

つ
い
て
、
研
修
所
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。

▼
平
石
稔
総
務
課
長

　

岩
原
む
か
い
だ
の
家
と
西
峯

ひ
だ
ま
り
の
家
の
お
試
し
住
宅

が
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

商
工
費
県
補
助
金
の
集
落
活

動
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
費
補
助

金
５
７
５
万
円
を
計
上
し
て
い

る
が
、
ど
う
使
わ
れ
る
の
か
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

旧
立
川
番
所
管
理
棟
の
改
修

に
伴
う
設
計
管
理
委
託
ま
た
、

岩
原
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
に
特

産
品
や
加
工
販
売
に
向
け
た
備

品
の
整
備
等
が
必
要
に
な
る
た

め
計
上
し
て
い
る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

不
動
産
売
払
収
入
の
立
木
売

払
代
金
３
，
３
０
７
万
3
千
円

を
計
上
し
て
い
る
が
。

▼
平
石
稔
総
務
課
長

　

令
和
４
年
度
は
西
峯
、
中
村

大
王
の
町
有
林
施
業
を
計
画
し

て
い
る
。
数
百
万
の
収
益
が
見

込
め
、
間
伐
に
対
し
て
は
令
和

５
年
度
に
補
助
金
も
入
っ
て
く

る
予
定
で
あ
る
。

▼
小
川
智
也
議
員

　

生
活
バ
ス
路
線
運
行
対
策
費

補
助
金
に
つ
い
て
、
現
在
い
ろ

ん
な
色
の
路
線
バ
ス
が
運
行
し

て
い
る
が
、
今
後
バ
ス
を
購
入

し
た
後
の
予
定
は
。

▼
平
石
稔
総
務
課
長

　

現
在
、
嶺
北
観
光
自
動
車
が

医
大
線
、
大
杉
線
を
運
行
し
て

い
る
が
、
バ
ス
が
用
意
で
き
な

い
の
で
、と
さ
で
ん
交
通
（
株
）

か
ら
バ
ス
を
借
り
上
げ
運
行
し

て
い
る
。
今
年
度
事
業
で
25
人

乗
り
の
バ
ス
４
台
を
購
入
し

た
。
年
度
内
に
購
入
し
た
バ
ス

に
切
り
替
え
る
予
定
で
あ
る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

招
へ
い
事
業
委
託
料
は
、
主
に

町
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
か
、

そ
れ
と
も
町
全
体
に
広
げ
て
の

研
修
会
を
開
催
す
る
の
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

主
に
町
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
的
と
し
た
研
修
で
あ
る

が
、
今
後
も
議
員
の
皆
さ
ま
や

地
域
の
方
等
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
藤
丸
髙
徳
議
員

　

農
林
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
委
託

料
の
説
明
を
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

農
林
業
等
、
集
落
に
関
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
を
図
る
も
の

で
あ
る
。
令
和
４
年
度
は
小
規

模
事
業
体
や
農
林
家
、
集
落
活

動
組
織
へ
の
共
同
利
用
や
技
術

指
導
等
を
予
定
し
て
い
る
。
内

容
は
ド
ロ
ー
ン
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
研
修
を
10
回
程
度
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
の
協

議
、
勉
強
会
を
10
回
程
度
、
ま

た
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も

数
回
考
え
て
い
る
。

▼
三
谷
よ
し
惠
議
員

　

広
域
観
光
組
織
誘
客
促
進
事

業
費
負
担
金
は
、
令
和
３
年
度

第
３
回
補
正
で
３
５
０
万
円
計

上
さ
れ
て
い
た
事
業
で
、
期
間

は
昨
年
11
月
１
日
か
ら
今
年
１

月
31
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
が
、

令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、
期

間
を
延
長
す
る
と
い
う
こ
と
で

金
額
が
増
え
て
い
る
の
か
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

令
和
３
年
度
に
引
き
続
き
、

令
和
４
年
度
も
同
じ
ク
ー
ポ
ン

券
を
発
行
す
る
事
業
を
予
定
し

て
い
る
。
令
和
３
年
度
は
県
補

助
金
が
あ
り
、
嶺
北
各
町
村
の

負
担
は
少
な
か
っ
た
が
、
令
和

４
年
度
に
つ
い
て
は
県
補
助
金

が
付
か
な
い
の
で
、
嶺
北
各
町

村
の
負
担
金
が
増
え
る
こ
と
に

よ
り
増
額
に
な
る
。

新しくなった路線バス

研修を受ける職員等

▼
前
野
由
和
議
員

　

大
豊
町
議
会
議
員
選
挙
費
に

つ
い
て
、
町
村
議
会
議
員
選
挙

も
選
挙
の
ビ
ラ
が
解
禁
に
な
る

こ
と
や
、
15
万
円
の
供
託
金
が

必
要
に
な
る
と
情
報
は
得
て
い

る
が
、
今
の
段
階
で
分
か
っ
て

い
る
こ
と
の
説
明
を
。

▼
小
笠
原
征
太
郎
選
挙
管
理

　

委
員
会
委
員
長

　

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
ビ

ラ
の
頒
布
が
可
能
に
な
り
、
立

候
補
者
に
供
託
金
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
選

挙
運
動
用
自
動
車
、
ポ
ス
タ
ー

作
成
等
に
助
成
が
あ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
県
か
ら
詳
し
い
説
明

は
受
け
て
い
な
い
。

▼
藤
丸
髙
徳
議
員

　

自
動
車
運
転
免
許
取
得
・
自

動
車
改
造
助
成
事
業
費
補
助
金

に
つ
い
て
は
何
台
見
込
ん
で
い

る
の
か
。
ま
た
改
造
す
る
度
合

い
は
。

▼
村
岡
節
地
域
福
祉
課
長

　

自
動
車
運
転
免
許
取
得
に
対

し
て
上
限
が
10
万
円
、
自
動

車
改
造
助
成
事
業
費
補
助
金
に

対
し
て
も
上
限
が
10
万
円
の
助

成
が
あ
り
、
今
回
各
１
件
の
計

20
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
改

造
は
片
手
で
ハ
ン
ド
ル
操
作
す

る
た
め
の
改
造
等
が
あ
る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

給
水
施
設
整
備
事
業
費
補
助

金
に
つ
い
て
、
配
水
池
の
水
位

管
理
事
業
だ
と
思
う
が
、
県
は

こ
の
事
業
を
試
行
し
て
順
次
、

他
の
施
設
に
対
し
て
も
実
施
す

る
の
か
。
そ
れ
と
も
試
行
状
況

を
見
て
の
判
断
に
な
る
の
か
。

▼
西
村
佳
子
住
民
生
活
課
長

　

今
回
は
庵
谷
地
区
の
給
水
施

設
に
つ
い
て
課
題
解
決
の
た

め
、
県
補
助
金
を
１
０
０
％
受

け
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

県
の
採
択
事
業
な
の
で
今
後
、

他
の
地
区
も
実
施
す
る
か
は
分

か
っ
て
い
な
い
。

▼
藤
丸
髙
徳
議
員

　

大
豊
町
銀
不
老
生
産
組
合
貸

付
金
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
で

の
交
付
は
で
き
な
い
の
か
。

▼
中
澤
亘
建
設
農
政
担
当
課
長

　

生
産
者
が
銀
不
老
豆
等
を
卸

し
た
こ
と
に
対
し
、
支
払
う

お
金
を
貸
し
付
け
る
も
の
で
あ

る
。
生
産
者
へ
支
払
っ
た
後
、

豆
は
商
品
化
し
て
販
売
し
、
そ

の
分
が
補
て
ん
さ
れ
、
そ
の
後

貸
付
金
を
町
へ
返
し
て
い
た
だ

く
趣
旨
で
あ
る
。

　

補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て

は
、
今
後
生
産
組
合
の
動
向
を

見
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
だ
と

考
え
る
。

▼
小
川
智
也
議
員

　

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策

事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
説
明

を
。

▼
中
澤
亘
建
設
農
政
担
当
課
長

　

令
和
３
年
度
ま
で
は
農
業
次

世
代
人
材
投
資
事
業
費
補
助
金

で
あ
っ
た
が
、
名
称
を
変
更
し

た
も
の
で
あ
る
。
経
営
が
不
安

定
な
就
農
直
後
の
農
業
者
に
対

す
る
３
年
間
の
支
援
に
変
更
は

な
い
が
、
新
た
に
経
営
発
展
支

援
事
業
と
し
て
、
経
営
開
始
か

ら
３
年
ま
で
の
農
業
者
を
対
象

に
、
機
械
を
導
入
す
る
た
め
の

支
援
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

▼
小
川
智
也
議
員

　

負
担
金
に
林
業
担
い
手
育
成

事
業
費
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て

い
な
い
が
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

森
林
環
境
整
備
総
合
支
援
事

業
費
補
助
金
を
新
た
に
計
上
し

て
い
る
。
こ
れ
は
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
の
事
業
に
な

る
が
、
そ
の
中
に
林
業
担
い
手

育
成
事
業
を
統
合
し
て
い
る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
提
供
木
材
再
利
用
事

業
委
託
料
に
１
，
２
０
０
万
円

計
上
し
て
い
る
。
学
校
で
の
一

部
再
利
用
す
る
説
明
は
受
け
た

が
、
そ
れ
以
外
に
も
予
定
は
あ

る
の
か
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

保
育
所
で
の
再
利
用
も
考
え

て
い
て
、
ま
ま
ご
と
ハ
ウ
ス
、

ノ
ベ
ル
テ
ィ
等
を
作
成
す
る
予

定
で
あ
る
が
、
今
後
内
容
も
検

討
す
る
。

▼
藤
丸
髙
徳
議
員

　

町
制
施
行
50
周
年
イ
ベ
ン
ト

補
助
金
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
行
う
の

か
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

当
初
、
令
和
４
年
４
月
に
50

岩原むかいだの家

西峯ひだまりの家

オリンピック・パラリンピックで
使用された木材

クーポン券
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周
年
を
祝
う
式
典
や
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
三
山
ひ
ろ
し

さ
ん
に
お
い
で
い
た
だ
い
て
開

催
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
あ
り
延
期
に
な
っ

た
。
今
後
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

状
況
に
よ
り
日
程
調
整
を
し
て

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

▼
三
谷
よ
し
惠
議
員

　

空
き
家
活
用
事
業
費
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
空
き
家
所
有
者

に
長
期
的
に
貸
し
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
で
、
４
棟
分
計
上
し

て
い
る
が
、
見
込
み
は
あ
る
の

か
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

今
後
空
き
家
を
探
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

▼
小
川
智
也
議
員

　

中
間
管
理
住
宅
改
修
工
事
費

の
説
明
を
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

移
住
定
住
の
促
進
に
向
け
町

が
所
有
す
る
物
件
、
ま
た
は
借

り
受
け
る
空
き
家
を
賃
貸
住
宅

に
整
備
す
る
費
用
で
あ
る
。
１

棟
の
上
限
額
が
９
３
２
万
4
千

円
、
こ
れ
を
４
棟
分
計
上
し
て

い
る
。

▼
藤
丸
髙
徳
議
員

　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
点
検

委
託
料
に
つ
い
て
、
町
が
管

理
を
す
る
町
内
の
橋
梁
な
の

か
。
ま
た
国
道
32
号
線
及
び
国

道
４
３
９
号
線
も
含
ま
れ
る
の

か
。

▼
中
澤
亘
建
設
農
政
担
当
課
長

　

町
が
管
理
を
す
る
町
道
の
橋

梁
で
あ
る
。
国
道
等
に
つ
い
て

は
、
国
土
交
通
省
等
で
管
理
を

行
っ
て
い
る
。

▼
藤
丸
髙
徳
議
員

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
宿
舎
等
借
上
料
を
計

上
し
て
い
る
が
、
町
営
住
宅
そ

の
他
借
り
上
げ
る
住
宅
棟
の
利

用
率
は
。

▼
西
村
佳
子
住
民
生
活
課
長

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
宿
舎
は
、
老
朽
化
に

よ
り
使
え
な
い
部
屋
が
６
戸
あ

り
、
そ
れ
を
省
け
ば
１
０
０
％

で
あ
る
。
町
営
住
宅
及
び
町
住

宅
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
宿
舎
の
６
戸
を

除
き
１
０
１
戸
に
対
し
95
戸
が

入
居
し
て
い
て
入
居
率
は
94
％

で
あ
る
。

▼
藤
丸
髙
徳
議
員

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
宿
泊
先
謝
礼

に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
入
国

後
、
何
日
か
の
待
機
期
間
も
ま

だ
あ
る
と
思
う
が
、
計
画
ど
お

り
で
き
る
の
か
。

▼
北
村
邦
彦
教
育
次
長

　

現
時
点
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア

か
ら
の
入
国
に
関
し
て
制
限
が

あ
る
の
で
、
３
年
前
ま
で
の
よ

う
な
実
施
は
難
し
い
と
思
う
。

た
だ
、
令
和
４
年
度
内
に
実
施

で
き
れ
ば
と
考
え
計
上
し
て
い

る
。

▼
三
谷
よ
し
惠
議
員

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
解
体
工
事

に
つ
い
て
予
算
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
跡
地
の
利
活
用
と
旧
大

田
口
保
育
所
も
か
な
り
老
朽
化

し
て
い
る
が
、
今
後
ど
う
す
る

の
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

利
活
用
に
つ
い
て
、
現
時
点

で
は
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
等
の
策
定
を
行
っ
て
か
ら
に

な
る
。
旧
大
田
口
保
育
所
に
つ

い
て
は
取
り
壊
し
た
い
。

▼
三
谷
よ
し
惠
議
員

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
記
念
品
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
大
会
を
開

催
し
記
念
品
は
何
な
の
か
。

▼
北
村
邦
彦
教
育
次
長

　

剣
道
大
会
、
柔
道
大
会
の
メ

ダ
ル
で
あ
る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

国
保
税
に
つ
い
て
は
県
下
統

一
す
る
と
県
が
発
表
し
て
い

る
。
本
町
の
場
合
は
５
年
間
の

計
画
で
調
整
す
る
の
で
あ
ま
り

高
く
な
っ
て
い
な
い
が
そ
の
理

由
は
。

▼
西
村
佳
子
住
民
生
活
課
長

　

県
内
ど
こ
に
い
て
も
同
じ
保

険
料
で
同
じ
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
国
保
料
に
つ
い
て

は
、
県
下
統
一
に
向
け
た
方
向

性
が
示
さ
れ
作
業
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。
現
在
第
２
期
目
で

あ
る
が
、
昨
年
度
か
ら
本
町
は

納
付
金
と
歳
出
実
績
を
見
込
ん

で
保
険
税
を
試
算
し
、
県
の
算

定
保
険
料
と
比
較
検
討
を
し
て

い
る
。

　

当
初
、
県
は
令
和
６
年
度
に

完
全
統
一
を
目
指
し
て
い
た

が
、
令
和
12
年
度
に
変
更
し
６

年
間
の
延
期
に
な
っ
た
。
そ
の

こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
に
つ
い

て
は
県
の
統
一
算
定
保
険
料
に

は
追
い
着
い
て
い
な
い
が
、
毎

年
度
、
現
状
に
見
合
っ
た
保
険

料
を
試
算
し
て
い
く
。
現
在
早

急
に
上
げ
る
こ
と
は
な
い
が
、

今
後
保
険
料
を
上
げ
て
い
く
必

要
性
も
出
て
く
る
と
考
え
る
。

▼
藤
丸
髙
徳
議
員

　

令
和
４
年
度
の
簡
易
水
道
事

業
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
よ

り
予
算
が
増
額
に
な
っ
た
理
由

は
。

▼
西
村
佳
子
住
民
生
活
課
長

　

区
域
拡
張
に
よ
り
、
川
戸
地

区
か
ら
安
野
々
地
区
へ
簡
易
水

道
を
引
く
新
た
な
工
事
を
計
画

し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
５
年

度
か
ら
公
営
企
業
会
計
と
い
う

新
た
な
会
計
に
移
行
す
る
た
め

に
、
委
託
費
を
計
上
し
て
い
る

の
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

▼
佐
藤
德
治
議
員

　

令
和
４
年
度
か
ら
消
防
団
事

務
の
一
部
を
嶺
北
広
域
行
政
事

務
組
合
で
共
同
処
理
す
る
こ
と

に
伴
い
、
団
員
の
年
額
報
酬
及

び
出
動
報
酬
が
統
一
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
年
額
報
酬
は
部

長
と
班
長
が
同
額
で
、
し
か
も

団
員
と
の
年
額
報
酬
の
差
が
あ

ま
り
に
も
少
な
く
違
和
感
を
感

じ
る
が
、
ど
う
い
う
場
で
ど
の

よ
う
に
議
論
さ
れ
た
の
か
。

▼
下
村
賢
彦
副
町
長

　

ま
ず
嶺
北
４
町
村
よ
る
事
務

共
同
処
理
に
つ
い
て
、
嶺
北
消

防
及
び
各
町
村
等
の
消
防
主
任

会
で
議
論
さ
れ
、
そ
の
後
各
町

村
の
消
防
団
長
及
び
副
町
村
長

等
に
よ
る
、
嶺
北
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
審
議
会
を
設
け
、

そ
の
中
で
報
酬
額
や
そ
の
他
消

防
団
事
務
の
共
同
処
理
の
内
容

に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
き

た
。

　

消
防
審
議
会
は
２
月
15
日
、

第
４
回
消
防
審
議
会
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
最
終

的
な
事
務
分
掌
案
の
確
認
及
び

各
町
村
の
消
防
団
条
例
を
改
正

す
べ
き
内
容
等
を
議
論
し
決
定

し
た
も
の
で
あ
る
。

▼
佐
藤
德
治
議
員

　

嶺
北
の
他
の
３
町
村
で
は
、

問
題
な
く
議
案
が
そ
れ
ぞ
れ
提

出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

団
員
の
年
額
報
酬
及
び
出
動

報
酬
に
つ
い
て
は
、
嶺
北
４
町

村
が
同
一
に
す
る
と
消
防
審
議

会
で
決
定
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
意
見
を
尊
重
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

取壊し予定の大豊町学校給食センター

▼
佐
々
木
文
三
議
員

　

教
育
施
設
建
設
計
画
時
の
農

村
広
場
に
つ
い
て
の
説
明
は

あ
っ
た
。
し
か
し
、
計
画
時
の

農
村
広
場
の
面
積
と
、
完
成
後

の
面
積
を
比
較
し
て
狭
く
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

▼
鎌
倉
仁
教
育
長

　

当
初
計
画
で
は
、
体
育
館
横

の
道
路
川
沿
い
に
差
し
掛
け
の

駐
車
場
を
建
設
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
建
設
費
が
当
初
の

想
定
よ
り
増
額
の
見
込
み
と
な

り
、
保
育
所
施
設
と
農
村
広
場

の
間
に
現
在
の
駐
車
場
を
建
設

し
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た

た
め
、
そ
の
分
狭
く
な
っ
た
。

▼
佐
々
木
文
三
議
員

　

計
画
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と

は
、
社
会
体
育
施
設
を
利
用
さ

れ
て
い
る
関
係
者
に
説
明
を
し

た
の
か
。

▼
鎌
倉
仁
教
育
長

　

工
事
の
発
注
す
る
段
階
で

は
、
説
明
会
は
開
催
し
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
誠
に
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
佐
々
木
文
三
議
員

　

農
村
広
場
は
、
今
ま
で
の
よ

う
に
社
会
体
育
が
自
由
に
使
え

る
の
か
。

▼
鎌
倉
仁
教
育
長

　

義
務
教
育
学
校
も
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、
あ

駐
車
場
建
設
場
所
の
変
更
に
よ
る

大
杉
農
村
広
場
に
つ
い
て

大
杉
農
村
広
場
に
つ
い
て

　　
教
育
施
設
計
画
時
点
か
ら
農
村
広
場
の
面
積
減
少
に
つ
い
て

教
育
施
設
計
画
時
点
か
ら
農
村
広
場
の
面
積
減
少
に
つ
い
て

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

（
一
般
質
問
）

問1
答答

改修された大杉農村広場

る
一
定
の
制
限
は
あ
る
が
、
学

校
施
設
と
社
会
体
育
施
設
と
共

有
し
な
が
ら
使
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
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▼
三
谷
よ
し
惠
議
員

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
平

成
25
年
４
月
に
厚
生
労
働
省
が

積
極
的
な
接
種
を
推
奨
し
た
。

そ
の
後
、
体
調
不
良
に
な
る
事

例
が
多
く
報
告
さ
れ
、
積
極
的

な
接
種
が
差
し
控
え
ら
れ
て
い

た
が
、
令
和
４
年
４
月
に
厚
生

労
働
省
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
積

極
的
な
接
種
の
呼
び
か
け
が
再

開
さ
れ
、
公
費
負
担
で
接
種
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

８
年
間
の
対
象
者
は
何
名
で
、

何
名
の
方
が
接
種
を
受
け
た
の

か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

開
始
か
ら
わ
ず
か
２
カ
月
程

度
で
積
極
的
勧
奨
は
差
し
控
え

▼
佐
々
木
文
三
議
員

　

地
区
長
が
現
在
80
人
以
上
お

ら
れ
る
が
、
地
区
の
世
帯
数
も

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
地
区
の
編
成
を
見
直
し
て

区
長
の
報
酬
を
上
げ
、
地
区
の

お
世
話
を
し
て
も
ら
っ
て
は
ど

う
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

地
区
の
編
成
は
現
在
考
え
て

い
な
い
。現
在
の
取
り
組
み
は
、

複
数
集
落
で
の
活
動
を
支
援
す

る
方
向
で
行
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
か
ら
地
区
が
縮
小
し
て
い
く

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の

検
討
課
題
で
あ
る
。

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
に
つ
い
て

人
口
減
少
に
つ
い
て

　　
地
区
長
に
地
区
管
理
を
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か

地
区
長
に
地
区
管
理
を
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か

問2
答答

本
年
４
月
か
ら
救
済
措
置
を
実
施
す
る

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ
い
て

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ
い
て

　
接
種
機
会
を
逃
し
た
方
へ
の
対
応
は

　
接
種
機
会
を
逃
し
た
方
へ
の
対
応
は

問3
答答

今
後
検
討
し
た
い

可
燃
ご
み
指
定
袋
に
つ
い
て

可
燃
ご
み
指
定
袋
に
つ
い
て

　
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
可
燃
ご
み
指
定
袋
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い

　
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
可
燃
ご
み
指
定
袋
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い

▼
三
谷
よ
し
惠
議
員

　

可
燃
ご
み
指
定
袋
に
つ
い

て
、
今
の
も
の
よ
り
小
さ
い
も

の
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。
今

ま
で
に
検
討
さ
れ
た
経
過
は
あ

る
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

平
成
29
年
頃
、
大
中
小
３
種

類
ぐ
ら
い
作
っ
て
は
ど
う
か
と

い
う
提
案
も
あ
っ
た
。
購
入
は

ご
み
袋
購
入
基
金
１
６
０
万
円

の
中
で
運
用
し
て
お
り
、
１
種

類
の
可
燃
ご
み
指
定
袋
を
発
注

す
る
場
合
と
３
種
類
発
注
す
る

の
で
は
、
発
注
枚
数
に
よ
り
単

価
が
上
が
り
、
ま
た
町
内
で
販

売
店
に
あ
る
可
燃
ご
み
指
定
袋

の
代
金
と
新
た
な
可
燃
ご
み
指

定
袋
を
発
注
す
る
代
金
が
必
要

な
の
で
、
基
金
の
範
囲
内
で
は

難
し
い
こ
と
と
、
販
売
店
の
協

力
も
必
要
で
調
整
が
で
き
な

か
っ
た
。

▼
三
谷
よ
し
惠
議
員

　

高
齢
者
に
な
る
と
現
在
の
可

燃
ご
み
指
定
袋
で
は
、
持
ち
づ

ら
く
重
さ
も
負
担
に
な
る
と
聞

く
。
も
う
少
し
小
さ
い
可
燃
ご

処
遇
改
善
の
対
象
と
な
ら
な
い

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
別
交
付
金
申
請
に
つ
い
て

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
別
交
付
金
申
請
に
つ
い
て

　
本
町
は
処
遇
改
善
し
た
の
か

　
本
町
は
処
遇
改
善
し
た
の
か

▼
前
野
由
和
議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
保
育

士
等
従
事
者
の
役
割
と
負
担
に

対
し
て
見
合
う
評
価
と
処
遇
に

な
っ
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
、

「
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時
代
の
た

め
の
経
済
対
策
」
が
令
和
３
年

11
月
の
閣
議
で
、
収
入
を
３
％

程
度
引
き
上
げ
る
措
置
が
決
定

さ
れ
た
。
本
町
に
お
い
て
も
国

か
ら
交
付
申
請
の
依
頼
が
あ
っ

た
と
思
う
が
対
応
は
。

▼
鎌
倉
仁
教
育
長

　

本
町
の
町
立
保
育
所
の
保
育

士
給
料
は
、
一
般
行
政
職
給
料

表
で
給
料
算
定
を
行
っ
て
お

り
、
今
回
処
遇
改
善
の
対
象
と

思
わ
れ
る
職
員
は
、
他
の
職
員

と
給
与
面
で
乖
離
の
あ
る
状
況

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

も
、
町
が
雇
用
す
る
他
の
職
種

の
会
計
年
度
任
用
職
員
と
比
べ

て
も
、
一
定
以
上
の
水
準
の
給

与
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
処
遇

改
善
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
判

断
し
た
。

　

町
立
以
外
の
保
育
所
に
つ
い

て
も
実
施
の
有
無
を
確
認
し
た

問5
答答

問4
答答

と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
対
象
者

は
51
名
で
接
種
を
受
け
た
方
は

９
名
お
り
接
種
率
は
17
・
６
％

で
あ
る
。
平
成
25
年
度
以
降
に

接
種
機
会
を
逃
し
た
方
へ
は
救

済
措
置
を
実
施
す
る
予
定
で
、

平
成
９
年
度
生
ま
れ
か
ら
17
年

度
生
ま
れ
ま
で
の
女
子
で
未
接

種
の
方
、
42
名
が
対
象
者
と
な

る
。

　

救
済
措
置
の
期
間
は
、
本
年

４
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
ま
で

の
３
年
間
。
周
知
に
つ
い
て
は

個
別
通
知
と
広
報
誌
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
の
掲
載
を
予
定
し

て
い
る
。
４
月
号
の
ゆ
と
り
す

と
広
報
に
も
掲
載
す
る
予
定
で

あ
り
、
副
反
応
や
身
体
症
状
の

出
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
も
個

別
通
知
に
同
封
し
、
保
健
師
の

相
談
活
動
も
実
施
し
た
い
。

▼
三
谷
よ
し
惠
議
員

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
効
果
と
リ
ス
ク
を
正
し
く

知
る
こ
と
が
大
変
大
切
な
こ
と

だ
と
思
う
。
ど
ち
ら
の
知
識
も

し
っ
か
り
得
る
と
い
う
こ
と
が

大
事
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
を
接

み
指
定
袋
を
１
種
類
作
っ
て
は

ど
う
か
。
後
期
高
齢
者
は
町
内

人
口
の
３
分
１
弱
お
り
、
ま
た

一
人
暮
ら
し
の
方
も
い
る
の
で

ぜ
ひ
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

基
金
を
増
額
す
る
こ
と
に
よ

り
、
可
能
に
な
る
と
こ
ろ
も
で

て
く
る
の
で
、
今
後
検
討
し
た

い
。

種
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
罹り
か
ん患

し
な
い
こ
と
で
も
な
い
の
で
、

そ
の
後
の
子
宮
頸
が
ん
等
の
検

診
も
合
わ
せ
て
の
広
報
を
行
う

べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
以
後
の
対
応

等
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
ご
指

摘
ど
お
り
の
方
法
で
進
め
る
べ

き
だ
と
考
え
る
。

▼
三
谷
よ
し
惠
議
員

　

本
町
の
住
民
で
町
外
に
居
住

し
て
い
る
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

▼
村
岡
節
地
域
福
祉
課
長

　

住
民
登
録
が
あ
る
自
治
体
へ

申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
、

自
治
体
か
ら
居
住
し
て
い
る
自

治
体
へ
接
種
依
頼
を
す
る
予
定

で
あ
る
。

森
林
整
備
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

　
趣
旨
に
基
づ
い
て
活
用
し
て
い
る
か

　
趣
旨
に
基
づ
い
て
活
用
し
て
い
る
か

問6
答答

▼
前
野
由
和
議
員

　

令
和
２
年
度
の
森
林
環
境
譲

与
税
の
使
途
は
、
趣
旨
に
基
づ

い
て
活
用
し
た
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

町
内
で
の
森
林
整
備
を
し
っ

か
り
と
進
め
て
い
く
こ
と
を
念

頭
に
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

具
体
的
に
は
、
林
業
事
業
体

が
希
望
す
る
森
林
整
備
予
定
地

で
の
意
向
調
査
を
実
施
し
、
計

画
地
内
で
の
森
林
施
業
地
の
拡

大
や
、
林
道
や
作
業
道
等
の
路

網
設
置
の
同
意
を
得
た
上
で
、

新
た
な
路
網
の
開
設
を
行
い
な

が
ら
未
整
備
森
林
の
着
手
に
努

め
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
は
、
意
向
調
査

委
託
、
森
林
環
境
整
備
事
業
、

森
林
整
備
意
欲
向
上
促
進
事
業

等
が
あ
る
。
今
後
は
、
林
業
事

業
体
や
森
林
所
有
者
の
要
望
も

聞
き
な
が
ら
、
新
た
な
事
業
の

取
り
組
み
を
し
て
い
く
か
ど
う

が
、
運
営
母
体
に
は
事
務
職
、

介
護
職
、
保
育
士
等
が
就
業
し

て
お
り
、
職
員
は
同
一
の
給
料

表
で
算
定
を
行
っ
て
い
る
の
で

交
付
申
請
は
し
て
い
な
い
。

か
検
討
し
て
い
く
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

こ
れ
を
見
る
限
り
、
今
ま
で

の
事
業
に
対
し
て
の
補
て
ん
に

な
っ
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ

る
。
趣
旨
に
基
づ
い
て
新
た
な

事
業
、
新
た
な
展
開
を
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な

い
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

必
要
だ
か
ら
そ
の
事
業
に
追

加
投
資
を
し
て
い
る
が
、
今
後

は
新
規
事
業
も
考
え
て
い
て
、

そ
の
中
に
は
路
網
施
設
等
の
整

備
が
入
っ
て
く
る
。
通
常
路
網

整
備
に
な
る
と
作
業
道
が
主
体

に
な
る
が
、
作
業
道
に
橋
梁
を

架
け
る
場
合
は
森
林
環
境
譲
与

税
を
使
う
考
え
で
あ
る
。

問7
答答

住
民
の
安
心
、
安
全
の
た
め
要
望
を
続
け
て
い
く

「
２
「
２･･

４４･･

５
Ｔ
系
」
除
草
剤
埋
設
廃
棄
に
つ
い
て

５
Ｔ
系
」
除
草
剤
埋
設
廃
棄
に
つ
い
て

　
速
や
か
な
撤
去
を
要
望
す
る

　
速
や
か
な
撤
去
を
要
望
す
る

▼
前
野
由
和
議
員

　
「
誰
も
知
ら
な
い
日
本
の
枯

葉
剤
」
と
い
う
番
組
で
、
林
野

庁
は
全
国
54
カ
所
の
国
有
林
に

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
使
わ
れ
た
猛

毒
の
「
２･

４･

５
Ｔ
系
」
除

草
剤
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
と
回

答
し
た
。
そ
の
中
に
大
豊
町
も

あ
る
が
、
林
野
庁
か
ら
連
絡
は

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
町
は
確
認

し
た
の
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

嶺
北
森
林
管
理
署
に
問
い
合

わ
せ
を
し
て
説
明
を
受
け
た
。
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問9
答答

内
容
に
応
じ
適
任
の
委
員
を
選
考
し
て
い
る

町
政
諮
問
会
議
に
つ
い
て

町
政
諮
問
会
議
に
つ
い
て

　
委
員
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
考
し
て
い
る
の
か

　
委
員
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
考
し
て
い
る
の
か

▼
前
野
由
和
議
員

　

い
ろ
ん
な
審
議
会
や
検
討
委

員
会
、
諮
問
会
議
が
あ
る
が
こ

の
委
員
の
選
考
基
準
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た

公
共
交
通
諮
問
会
議
は
ど
う
な

の
か
。

問10
答答

今
後
も
大
豊
学
園
図
書
室
で
の
展
示
を
行
う

文
化
政
策
を
問
う

文
化
政
策
を
問
う

　
今
後
の
小
砂
丘
忠
義
資
料
保
存
に
つ
い
て

　
今
後
の
小
砂
丘
忠
義
資
料
保
存
に
つ
い
て

▼
前
野
由
和
議
員

　

大
豊
学
園
開
校
に
伴
っ
て
、

図
書
室
に
小
砂
丘
忠
義
資
料

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る

が
、
非
常
に
狭
く
、
そ
れ
を
一

般
公
開
す
る
と
誰
で
も
自
由
に

出
入
り
が
で
き
、
学
校
の
安
全

は
保
た
れ
な
い
の
で
は
。

▼
鎌
倉
仁
教
育
長

　

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
校

舎
の
実
施
設
計
を
行
う
段
階
で

ス
ペ
ー
ス
が
と
れ
な
く
な
り
、

図
書
室
の
一
角
に
展
示
と
な
っ

た
が
、
今
後
も
図
書
室
で
展
示

し
た
い
。

　

安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て

問11
答答

今
後
検
討
し
て
い
く

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
つ
い
て

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
つ
い
て

　　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
に
影
響
が
で
て
く
る
が

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
に
影
響
が
で
て
く
る
が

▼
前
野
由
和
議
員

　

消
費
税
に
イ
ン
ボ
イ
ス
が
導

入
さ
れ
る
と
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
等
は
事
業
主
に

該
当
に
な
る
。
町
が
負
担
額
を

補
助
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
事

業
者
登
録
を
し
て
も
ら
う
の

か
。

問12
答答

大
豊
町
全
体
を
地
域
と
し
て
の
方
策
を
実
施
し
た
い

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
集
落
活
動
維
持
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

　
集
落
活
動
維
持
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

▼
重
森
一
宗
議
員

　

今
議
会
提
案
理
由
の
中
で
町

長
部
局
10
項
目
、
教
育
委
員
会

5
項
目
の
重
点
施
策
の
説
明
を

受
け
た
が
、
提
案
理
由
説
明
の

冒
頭
で
、『
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

地
域
を
目
指
し
て
』
を
基
本
姿

勢
と
し
て
い
る
。
町
長
は
こ
の

言
葉
に
ど
の
よ
う
な
住
民
生
活

を
描
い
て
い
る
の
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

主
役
で
あ
る
町
民
が
、
町
と

力
を
合
わ
せ
て
、
環
境
世
紀
に

ふ
さ
わ
し
い
元
気
な
山
村
の
実

現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
約
束
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

具
体
的
に
は
、
夢
を
育
む
子

育
て
、
教
育
環
境
を
目
指
す
。

生
活
の
安
全
、
安
心
、
快
適
を

目
指
す
。
住
民
と
協
同
す
る
町

を
目
指
す
。

　

ま
た
、
大
豊
の
ブ
ラ
ン
ド
を

活
か
し
た
産
業
施
策
。
地
域
ま

る
ご
と
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
な
ど
、
大
豊
町
に
住
む
全
て

の
人
に
対
し
て
、
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い

く
。
一
人
一
人
が
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。
こ
れ
を
目
指
し
世
代
や
分

野
の
垣
根
を
越
え
た
包
括
的
な

支
援
体
制
づ
く
り
を
構
築
し
て

問8
答答

令
和
４
年
度
中
に
計
画
の
方
針
を
固
め
た
い

住
宅
建
設
に
つ
い
て

住
宅
建
設
に
つ
い
て

　
住
宅
は
ど
こ
へ
建
て
る
の
か

　
住
宅
は
ど
こ
へ
建
て
る
の
か

▼
前
野
由
和
議
員

　

今
後
住
宅
を
ど
こ
へ
建
て
る

の
か
、
そ
れ
に
よ
り
将
来
の
町

の
在
り
方
が
変
わ
っ
て
く
る
。

青
写
真
は
描
い
て
い
る
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

現
在
、
公
営
住
宅
等
の
長
寿

命
化
計
画
の
作
業
を
行
っ
て
い

て
、
そ
の
結
果
に
よ
り
判
断
し

た
い
。
令
和
４
年
度
中
に
計
画

の
方
針
を
固
め
た
い
。

い
く
。

　

そ
れ
に
は
地
域
で
皆
が
助
け

合
う
。
地
域
を
皆
が
守
る
。
地

域
を
皆
で
元
気
に
す
る
。
こ
の

３
つ
を
基
本
の
取
り
組
み
と
考

え
て
い
る
。

▼
重
森
一
宗
議
員

　

地
域
と
は
集
落
と
集
落
の
集

合
体
で
あ
り
、
そ
の
集
落
だ
け

で
は
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
現

状
が
あ
る
。
地
域
で
そ
の
傘
下

で
あ
る
集
落
を
守
る
と
い
う
こ

と
で
理
解
し
て
よ
い
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

私
が
言
う
地
域
は
、
集
落
も

地
域
で
あ
り
、
複
数
の
集
落
が

協
同
す
る
の
も
地
域
で
あ
り
、

大
豊
町
も
地
域
だ
と
思
う
。
小

さ
い
と
こ
ろ
か
ら
大
き
い
と
こ

ろ
へ
の
転
換
も
必
要
だ
と
思
う

が
、ま
ず
は
集
落
か
ら
始
ま
り
、

大
豊
町
全
体
を
地
域
と
し
て
の

方
策
を
実
施
し
た
い
。

▼
重
森
一
宗
議
員

　

選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と

は
、
町
民
と
し
て
一
個
人
と
し

て
の
最
大
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
繋
が
る
と
理
解
し
て
い

る
。
本
町
に
お
け
る
最
近
の
投

小砂丘忠義資料展示コ－ナー

埋
設
さ
れ
た
薬
剤
は
、
町
内
の

２
カ
所
に
埋
設
さ
れ
て
お
り
、

内
１
カ
所
に
つ
い
て
は
、
昭
和

60
年
に
掘
り
起
こ
し
を
し
た
上

で
処
分
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
も
う
１
カ
所
は
埋
設
し

た
状
態
で
あ
り
、
定
期
的
な
経

過
観
察
を
行
っ
て
い
て
、
場
所

に
つ
い
て
は
大
豊
町
立
川
仁

尾
ヶ
内
地
区
奥
の
国
有
林
内
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
住
民
の
安
心
、

安
全
確
保
の
た
め
、
速
や
か
な

撤
去
を
要
望
し
、
森
林
管
理
署

か
ら
も
将
来
的
に
適
切
な
処
理

を
行
え
る
よ
う
林
野
庁
と
検
討

し
て
い
く
と
い
う
回
答
を
得
て

い
る
が
、
今
後
も
要
望
を
続
け

て
い
き
た
い
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

諮
問
す
る
内
容
に
応
じ
適
任

の
委
員
を
選
考
し
て
い
る
。
公

共
交
通
諮
問
会
議
に
つ
い
て
、

直
接
バ
ス
に
乗
ら
れ
る
方
が
委

員
に
入
っ
て
い
な
い
こ
と
に
つ

い
て
は
、
委
員
の
定
数
に
限
り

が
あ
り
、
意
見
や
要
望
な
ど
は

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
れ
を

委
員
に
伝
え
て
い
る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

公
共
交
通
諮
問
会
議
に
は
、

タ
ク
シ
ー
業
者
は
委
員
に
な
れ

な
い
の
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

運
行
業
者
に
つ
い
て
は
、
町

と
利
害
関
係
が
あ
る
の
で
、
委

員
と
し
て
の
発
言
に
つ
い
て
は

問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。た
だ
、

意
見
を
聞
く
こ
と
は
で
き
る
と

思
う
。

は
、
以
前
か
ら
図
書
館
の
開
放

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
火
曜
日

と
木
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
４

時
ま
で
の
間
に
限
定
し
て
い
て

図
書
室
を
開
放
し
て
い
る
。
人

の
出
入
り
に
つ
い
て
は
、
通
用

口
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

票
率
を
調
べ
る
と
、
４
年
間
で

急
激
に
下
が
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
高
齢
者
の
移
動
手
段
が
関
係

す
る
。
こ
の
対
策
を
講
じ
な
け

れ
ば
、
投
票
率
が
上
が
る
と
は

思
わ
れ
な
い
。
こ
の
状
況
を
町

長
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

私
も
選
挙
活
動
を
通
じ
て
各

地
域
の
実
情
も
見
て
、
集
落
の

現
状
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

と
感
じ
た
。
ま
た
、
そ
こ
に
住

ま
わ
れ
る
方
も
高
齢
化
に
よ

り
、
選
挙
機
会
の
制
約
等
も
出

て
き
て
い
る
の
は
事
実
だ
と
感

じ
る
。
選
挙
機
会
の
壁
と
は
な

ら
な
い
よ
う
な
施
策
を
、
選
挙

管
理
委
員
会
で
協
議
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　自宅療養されておりました小
笠原妙子議員が４月 16 日ご逝去
されました。
　故小笠原妙子氏は、平成 28 年
11 月６日に大豊町議会議員初当
選以来、通算５年５カ月余にわ
たり議員活動を続けられ、その
間、教育民生常任委員会委員長、

広報編集特別委員会副委員長、再生可能エネルギー対策調
査特別委員会副委員長の要職を務め、その功績は顕著で健
全な地方自治の発展、町政の進展に尽力されました。生前
のご功績をたたえるとともに、安らかなご冥福をお祈り申
し上げます。　　　　　　　　　　　　　 議長　重森一宗

お
り
、
図
書
支
援
員
が
対
応
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
安
全

で
あ
る
と
考
え
る
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

令
和
５
年
10
月
消
費
税
に
お

い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
は
決
ま
っ
て

い
る
。
嶺
北
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
も
現
在
検
討
し
て
い

が
、
本
町
に
お
い
て
も
嶺
北
３

町
１
村
の
中
で
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

■訃報

議会からのお知らせ
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議員提案による決議議員提案による決議（賛成者・全員）

ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議

　２月 24 日、ロシアは、ウクライナへの侵略を開始した。このような

ロシアの行動は、明らかにウクライナの主権及び領土の一体性を侵害し、

武力の行使を禁ずる国際法の深刻な違反であり、国連憲章の重大な違反

である。

　力による一方的な現状変更は断じて認められない。この事態は、欧州

にとどまらず、日本が位置するアジアを含む国際社会の秩序の根幹を揺

るがしかねない極めて深刻な事態である。

　大豊町議会は、ロシア軍による侵略を最も強い言葉で非難する。そし

て、ロシアに対し、即時に攻撃を停止し、部隊をロシア国内に撤収する

ように強く求める。

　政府においては、現地在留邦人の安全確保に努めるとともに、国際社

会と緊密に連携しつつ、対話と交渉による平和的解決が図られるよう尽

力することを強く訴える。

　以上、決議する。

大豊町議会

令和４年３月 18 日
総務産業建設常任委員長　上池如夫

森林施業地状況調査及びほ場整備地状況調査

　今回、農林業施策調査として森林施業地の状況及び、ほ場整備の取り組み状況を視察した。
　まず森林施業地については中村大王地内の町有林、3.5ha の皆伐地を視察し、担当職員か
ら事業について説明を受けた。工期は、令和３年８月～令和４年１月、委託先は大豊町森
林組合である。搬出した原木は、主にヒノキ材で用材
用 837 ｍ 3、パルプ用 247 ｔであり、委託料を差し引
いた事業収益は約 1,240 万円であった。原木市場価格
は令和３年６月頃から上昇し、現在もその状態が続い
ているようだ。また来年度はこの皆伐地には再造林を
行う計画があるとのこと。
　今後も原木増産体制の強化を図り、再造林に積極的
に取り組み持続可能な森林づくりを望む。

　次に穴内地区の小規模ほ場整備事業地を視察し、担当職員から説明を受けた。事業地は、
４枚の田を２枚に整備したもので、補助率は事業費の 3/4 以内であり、補助限度額 100 万

円以内である。また重機等レンタル事業もあり、農地
にトラクターや運搬機が出入りできるよう、重機を補
助事業者が借りて、進入路を拡張整備する際の借上料
を補助するもので限度額は 20 万円である。今年度の
ほ場整備は７件を実施予定している。
　この事業を通じて農地を守り、また地域が守られる
ことに繋がるのでこれからの成果を期待する。

委員会の動き

　

新
緑
の
季
節
に
な
り
農
作
業

も
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

心
配
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
猛
威
は
続
い
て
い
ま

す
。
大
豊
町
内
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
の
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
大
体
終
わ
り
、
幸
い
な

こ
と
に
感
染
者
も
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
が
、
衛
生
面
に
は
気
を

緩
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

教
育
面
に
お
い
て
は
、
令
和

４
年
度
か
ら
小
学
校
、
中
学
校

が
一
貫
教
育
に
な
り
大
豊
学
園

が
開
校
し
、
大
杉
保
育
所
も
同

じ
敷
地
内
に
移
転
し
ま
し
た
。

今
後
の
学
力
高
揚
に
期
待
い
た

し
ま
す
。

　

私
た
ち
広
報
編
集
特
別
委
員

は
、
今
後
も
読
み
や
す
く
愛
さ

れ
る
紙
面
の
編
集
に
努
め
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

西
村　

正
尚

編
集
後
記

森林施業地の視察

小規模ほ場整備地の視察

決議案提出者 佐藤　德治 議員
提 出 賛 成 者 上池　如夫 議員
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大
豊
町
職
員
等
名
簿
　
　
　  

　
　
令
和
４
年
４
月
現
在

（
兼
）：
兼
務　
（
併
）：
併
任　
（
再
）：
再
任
用　

太
字
：
異
動

（
会
）：
会
計
年
度
任
用
職
員

町
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
大
石　

雅
夫

副
町
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・
下
村　

賢
彦

出
　
納
　
室

会
計
管
理
者
（
兼
出
納
室
長
）・原　
　

精
一

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
上
村
絵
利
加

総
　
務
　
課

Ｎ
Ｔ
Ｔ
☎

Ｎ
Ｔ
Ｔ
☎  

７
２
７
２‒‒

０
４
５
０
（
代
表
）

０
４
５
０
（
代
表
）

ピ
カ
ラ
光

ピ
カ
ラ
光  

７
２
７
２‒‒

０
８
５
０
（
代
表
）

０
８
５
０
（
代
表
）

ＦＦ  

ＡＡ  

ＸＸ    

７
２
７
２‒‒

０
４
７
４

０
４
７
４

議
案
等
／
人
事
／
福
利
厚
生
／
入
札
審
査

【
企
画
財
政
班
】

【
企
画
財
政
班
】

町
政
総
合
計
画
／
各
種
計
画
策
定
・
事
業
推

進
／
広
域
行
政
／
統
計
調
査
／
公
共
交
通
／

町
政
諮
問
会
議
／
陳
情
・
要
望
／
情
報
公
開

制
度
／
個
人
情
報
保
護
制
度
／
財
政
計
画
／

予
算
／
公
有
財
産
管
理
／
職
員
給
与
／
集
会

所
／
指
名
願
収
受
／
土
地
取
引
／
ふ
る
さ
と

納
税
／
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
／
名
義
後
援

／
県
民
手
帳
／
総
合
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
管

理
【
総
務
防
災
班
】

【
総
務
防
災
班
】

庁
舎
・
農
工
セ
ン
タ
ー
管
理
／
公
告
式
／
公

印
／
儀
式
・
表
彰
／
文
書
管
理
／
公
用
車
／

交
通
安
全
対
策
／
消
防
・
防
災
・
防
犯
／
自

衛
官
募
集
委
任
事
務
／
国
民
保
護
／
区
長
会

／
総
合
教
育
会
議
／
庁
内
情
報
処
理
シ
ス
テ

ム
管
理
／
情
報
化
推
進
／
地
域
担
当
・
地
域

情
報
収
集
／
広
報
・
広
聴
／
集
落
支
援
（
み

ん
な
で
支
え
る
郷
づ
く
り
事
業
補
助
金
）
／

条
例
／
契
約
／
森
林
火
入
れ

課
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
平
石　
　

稔

課
長
補
佐
・・・・・・・・・・・・・・・
髙
樽　

か
よ

主
幹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
川
﨑　
　

誠

（
県
計
画
推
進
課
へ
出
向
）

【
企
画
財
政
班
】

【
企
画
財
政
班
】

班
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
小
笠
原
梨
方

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
井
上　

真
侑

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
田
岡　

隼
一

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
小
松　

彩
夏

【
総
務
防
災
班
】

【
総
務
防
災
班
】

班
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
長
谷
川
拓
史

主
幹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
笹
岡　

建
作

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
猪
野　

可
奈

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
吉
田
美
紀
菜

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
兵
頭　

翔
太

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
市
田　

彩
香

主
事
補･

・・・・・・・・・・・・・・・
大
山　
　

蓮

集
落
巡
視
員
（
会
）・・・・・・・・
秋
山　

譲
二

集
落
巡
視
員
（
会
）・・・・・・・・
上
池　

悦
水

集
落
巡
視
員
（
会
）・・・・・・・・
小
笠
原
政
伸

集
落
巡
視
員
（
会
）・・・・・・・・
岡
本　

明
久

運
転
手
（
会
）・・・・・・・・・・・・
吉
村　
　

稔

運
転
手
（
会
）・・・・・・・・・・・・
北
村　

栄
治

清
掃
員
（
会
）・・・・・・・・・・・・
北
窪　

利
光

清
掃
員
（
会
）・・・・・・・・・・・・
西
村　

恵
子

清
掃
員
（
会
）・・・・・・・・・・・・
西
山　

健
二

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

住
民
生
活
課

Ｎ
Ｔ
Ｔ
☎

Ｎ
Ｔ
Ｔ
☎  

７
２
７
２‒‒

０
４
５
２

０
４
５
２

ピ
カ
ラ
光

ピ
カ
ラ
光  

７
２
７
２‒‒

０
８
５
２

０
８
５
２

税
務
・
環
境
・
住
宅
総
合
調
整
／
特
別
会
計

事
業

【
保
険
窓
口
班
】

【
保
険
窓
口
班
】

戸
籍
／
住
民
基
本
台
帳
／
印
鑑
登
録
・
証
明

／
特
定
永
住
者
・
中
長
期
在
留
者
住
居
地
届

出
／
人
口
動
態
統
計
調
査
／
自
動
車
臨
時
運

行
許
可
／
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
／
電
子
署

名
／
国
民
健
康
保
険
／
特
定
健
康
診
査
／
後

期
高
齢
者
医
療
／
国
民
年
金
／
埋
火
葬
許
可

／
窓
口
セ
ン
タ
ー
業
務

【
税
務
班
】

【
税
務
班
】

町
県
民
税
／
固
定
資
産
税
／
軽
自
動
車
税
／

国
民
健
康
保
険
税
／
法
人
住
民
税
／
た
ば
こ

税
／
税
務
関
係
諸
証
明
／
固
定
資
産
評
価
／

土
地
家
屋
台
帳
／
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
標
識
交
付
／
滞
納
整
理

【
環
境
水
道
班
】

【
環
境
水
道
班
】

環
境
保
全
・
美
化
／
浄
化
槽
／
ご
み
の
収
集

／
不
法
投
棄
／
リ
サ
イ
ク
ル
啓
発
／
墓
地
／

住
宅
／
簡
易
水
道
管
理
／
簡
易
給
水
施
設
・

飲
料
水
供
給
施
設

課
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
西
村　

佳
子

課
長
補
佐
・・・・・・・・・・・・・・・
茂
松　

静
子

【
保
険
窓
口
班
】

【
保
険
窓
口
班
】

班
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
前
田　

恵
美

主
査
（
再
）・・・・・・・・・・・・・・
関
口　

穂
積

（
窓
口
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
秋
山
英
太
郎

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
川
村　

佐
恵

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
三
谷　

桃
加

主
事
補
・・・・・・・・・・・・・・・・・
高
岡　

芽
生

レ
セ
プ
ト
点
検
員
（
会
）・・・・
上
村　

圭
子

【
税
務
班
】

【
税
務
班
】

班
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
都
築　

朋
枝

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
西
口
あ
ゆ
み

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
三
浦　

遼
太

主
事
補
・・・・・・・・・・・・・・・・・
畠
山　

和
樹

【
環
境
水
道
班
】

【
環
境
水
道
班
】

班
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
吉
田　

雄
造

主
幹･･

・・・・・・・・・・・・・・・・
横
山　

美
鈴

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
澤　
　

一
樹

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
三
谷　

将
也

収
集
業
務
員
（
会
）・・・・・・・・
信
髙　

康
史

収
集
業
務
員
（
会
）・・・・・・・・
秋
山　

尊
英

収
集
業
務
員
（
会
）・・・・・・・・
上
地　
　

信

収
集
業
務
員
（
会
）・・・・・・・・
植
村　

和
敏

収
集
業
務
員
（
会
）・・・・・・・・
西
村　
　

淳

収
集
業
務
員
（
会
）・・・・・・・・
毛
利　

義
文

収
集
業
務
員
（
会
）・・・・・・・・
笹
岡　

繁
男

地
域
福
祉
課

Ｎ
Ｔ
Ｔ
☎

Ｎ
Ｔ
Ｔ
☎  

７
２
７
２‒‒

０
４
５
１

０
４
５
１

ピ
カ
ラ
光

ピ
カ
ラ
光  

７
２
７
２‒‒

０
８
５
１

０
８
５
１

災
害
医
療
対
策

【
地
域
支
援
班
】

【
地
域
支
援
班
】

ま
る
ご
と
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
／
地
域
支
援

事
業
／
高
齢
者
相
談
・
支
援
／
介
護
予
防
／

在
宅
介
護
／
高
齢
者
虐
待
防
止
・
成
年
後
見

／
要
支
援
者
ケ
ア
プ
ラ
ン
／
認
知
症
／
消
費

者
行
政

【
福
祉
介
護
班
】

【
福
祉
介
護
班
】

社
会
福
祉
／
民
生
委
員
・
児
童
委
員
／
災
害

援
護
／
戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺
族
援
護
／
高

齢
者
・
障
害
者
福
祉
／
虐
待
防
止
・
権
利
擁

護
／
生
活
保
護
／
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉

／
児
童
手
当
／
福
祉
医
療
／
行
旅
病
人
／
人

権
擁
護
・
啓
発
／
男
女
共
同
参
画
／
要
保
護

児
童
対
策
／
交
通
弱
者
対
策
／
ふ
れ
あ
い
住

宅
管
理
／
高
齢
者
住
宅
改
造
・
在
宅
要
介
護

者
支
援
手
当
／
介
護
保
険
料
／
要
介
護
認
定

／
介
護
給
付
費
／
介
護
保
険
適
正
化
事
業
／

事
業
所
指
定
管
理

【
健
康
づ
く
り
班
】

【
健
康
づ
く
り
班
】

保
健
衛
生
／
各
種
健
診
・
が
ん
検
診
／
健
康

づ
く
り
／
結
核
・
感
染
症
予
防
／
無
医
地
区

診
療
／
献
血
推
進
／
予
防
接
種
／
食
生
活
改

善
／
妊
娠
届
書
受
付
・
母
子
保
健
／
保
健
指

導
／
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
／
母

子
保
健
／
犬
・
猫
／
動
物
愛
護

課
長
《
保
健
師
》（
再
）・・・・・
村
岡　
　

節

課
長
補
佐
・・・・・・・・・・・・・・・
都
築　

広
行

課
長
補
佐
《
保
健
師
》・・・・・・
岡
崎　

美
佐

主
事
《
保
健
師
》・・・・・・・・・・
永
森　

萌
美

（
県
須
崎
福
祉
保
健
所
へ
出
向
）

【
地
域
支
援
班
】

【
地
域
支
援
班
】

班
長
《
保
健
師
》・・・・・・・・・・
平
石　

典
子

主
事
《
社
会
福
祉
士
》・・・・・・
高
岡　
　

桜

主
事
《
保
健
師
》・・・・・・・・・・
森
本　

千
織

主
事
《
県
派
遣
保
健
師
》・・・・
小
原　

彩
未

集
落
内
点
検
見
守
り
（
会
）・・
上
池
百
合
子

集
落
内
点
検
見
守
り
（
会
）・小
笠
原
登
美
代

集
落
内
点
検
見
守
り
（
会
）・・
松
岡　

順
子

介
護
支
援
専
門
員
（
会
）・・・・
佐
々
木
宏
昌

介
護
支
援
専
門
員
（
会
）・・・・
都
築　

稔
子

【
福
祉
介
護
班
】

【
福
祉
介
護
班
】

班
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
岡
﨑　

智
樹

主
幹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
小
松　

久
美

主
幹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
石
川　

万
記

主
幹
《
社
会
福
祉
士
》・・・・・・
永
吉　

是
幸

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
田
岡　
　

栞

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
小
森　
　

紳

主
事
補
・・・・・・・・・・・・・・・・・
都
築　

利
弥

介
護
認
定
調
査
員
（
会
）・・・・
岡
本　

由
美

【
健
康
づ
く
り
班
】

【
健
康
づ
く
り
班
】

班
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
下
村　
　

澄

主
事
《
保
健
師
》・・・・・・・・・・
津
野　

亜
里

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
安
岡　
　

佑

主
事
《
保
健
師
》・・・・・・・・・・
川
田　

芽
生

管
理
栄
養
士
（
会
）・・・・・・・・
松
岡　

政
子

保
健
師
（
会
）・・・・・・・・・・・・
藤
田　

わ
か

事
務
補
助
員
（
会
）・・・・・・
小
笠
原
眞
由
美

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

産
業
建
設
課

Ｎ
Ｔ
Ｔ
☎

Ｎ
Ｔ
Ｔ
☎  

７
２
７
２‒‒

１
０
２
１・
０
４
５
３

１
０
２
１・
０
４
５
３

ピ
カ
ラ
光

ピ
カ
ラ
光  

７
２
７
２‒‒

０
８
５
３

０
８
５
３

ＦＦ  

ＡＡ  

ＸＸ    

７
２
７
２‒‒

１
６
１
３

１
６
１
３

砂
防
／
治
山
治
水

【
建
設
班
】

【
建
設
班
】

公
共
土
木
施
設
／
農
林
業
用
施
設
／
河
川
施

設
／
が
け
く
ず
れ
防
災
／
法
定
外
公
共
物
／

生
活
道

【
地
籍
調
査
班
】

【
地
籍
調
査
班
】

地
籍
調
査

【
地
域
振
興
班
】

【
地
域
振
興
班
】

林
業
／
鳥
獣
被
害
対
策
／
お
お
と
よ
創
生
／

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
産
学
官
連
携
（
地

方
創
生
）

【
産
業
振
興
班
】

【
産
業
振
興
班
】

農
業
／
畜
産
業
／
水
産
業
／
地
域
再
生
／
公

的
支
援
法
人
／
産
学
官
連
携
（
産
業
）
／
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

【
交
流
推
進
班
】

【
交
流
推
進
班
】

地
域
間
交
流
／
産
業
振
興
／
観
光
振
興
／
拠

点
観
光
施
設
管
理
／
商
工
業
振
興
／
企
業
誘

致
／
移
住
／
産
学
官
連
携
（
交
流
）

課
長
（
建
設
農
政
担
当
）・・・・
中
澤　
　

亘

課
長
（
交
流
林
政
担
当
）・・・・
前
田　

典
彦

課
長
補
佐
（
兼
地
籍
調
査
班
長
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
宮
岡　

秀
学

課
長
補
佐
・・・・・・・・・・・・・・・
浦
川　

尚
樹

【
建
設
班
】

【
建
設
班
】

班
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
小
松　

隆
章

主
幹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
杉
本　

智
昭

主
幹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
森
本　

啓
介

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
近
藤　

瀬
文

【
地
籍
調
査
班
】

【
地
籍
調
査
班
】

主
幹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
下
村　

高
史

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
藤
原　

裕
太

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
小
笠
原　

豊

【
産
業
振
興
班
】

【
産
業
振
興
班
】

班
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
永
野　

尊
教

主
幹
《
県
か
ら
》・・・・・・・・・・
安
藤　
　

潮

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
兵
頭
こ
の
か

主
幹
（
再
）・・・・・・・・・・・・・・
河
野　

智
子

（
ゆ
と
り
フ
ァ
ー
ム
派
遣
）

【
地
域
振
興
班
】

【
地
域
振
興
班
】

班
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
佐
藤　
　

顕

主
幹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
石
川　

裕
之

（
兼
大
豊
町
森
林
組
合
へ
派
遣
）

主
幹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
宮
内　

宏
卓

【
交
流
推
進
班
】

【
交
流
推
進
班
】

班
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
長
谷
川
静
香

主
査
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
久
保　

竜
太

（
土
佐
れ
い
ほ
く
観
光
協
議
会
へ
出
向
）

主
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
山
﨑　
　

明

集
落
支
援
隊
（
会
）・・・・・・・・
中
岡　

邦
夫

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
（
会
）・戸
田　

祐
介

（
大
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
（
会
）・竹
松　

政
和

　
　
　
　
　
（
集
落
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

そ
ば
の
里
・
立
川
へ
派
遣
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
（
会
）・長
谷
川
裕
司

（
大
豊
ゆ
と
り
フ
ァ
ー
ム
へ
派
遣
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
（
会
）・岡
本　

裕
太

（
猪
鹿
工
房
お
お
と
よ
へ
派
遣
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
（
会
）・谷
口　

翔
平

（
猪
鹿
工
房
お
お
と
よ
へ
派
遣
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
（
会
）・宮
下　

桃
子

（
ゆ
と
り
す
と
パ
ー
ク
お
お
と
よ
へ
派
遣
）



おおとよ　ゆとりすとおおとよ　ゆとりすと 2021

教
育
委
員
会

Ｎ
Ｔ
Ｔ
☎

Ｎ
Ｔ
Ｔ
☎  

７
２
７
２‒‒

１
０
３
１

１
０
３
１

ピ
カ
ラ
光

ピ
カ
ラ
光  

７
２
７
２‒‒

０
８
５
０
（
代
表
）

０
８
５
０
（
代
表
）

ＦＦ  

ＡＡ  
ＸＸ    
７
２
７
２‒‒

１
０
３
２

１
０
３
２

学
校
／
保
育
所
／
放
課
後
子
ど
も
教
室
／
子

育
て
支
援
／
ゆ
と
り
す
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
／

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
／
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
／

社
会
教
育
／
公
民
館
／
婦
人
会
／
図
書
／
成

人
式
／
文
化
・
芸
術
／
文
化
財
保
護
／
社
会

体
育
／
ゆ
ず
バ
ス

教
育
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・
鎌
倉　
　

仁

教
育
次
長
・・・・・・・・・・・・・・・
北
村　

邦
彦

次
長
補
佐
・・・・・・・・・・・・・・・
小
松　
　

倫

副
参
事
《
保
育
士
》（
兼
保
育
所
長
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
鎌
倉　

真
紀

副
参
事
《
保
育
士
》（
兼
保
育
所
副
所
長
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
山
本　
　

奏

研
修
指
導
員
・・・・・・・・・・・・・
沼　

久
美
子

【
人
づ
く
り
班
】

【
人
づ
く
り
班
】

班
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
宮
岡
佐
知
子

主
幹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
信
高　
　

愛

主
幹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
笹
岡　

幸
子

主
幹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
杉
本　

晃
代

一
般
事
務
員
（
会
）・・・・・・・・
都
築　
　

清

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
会
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
本
山　

賀
代

【
大
豊
学
園
勤
務
】

【
大
豊
学
園
勤
務
】

国
際
交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
・
会
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
マ
ー
カ
ス
・
ワ
ン

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
・
会
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・
バ
ン
ホ
ン
・
チ
ェ
ン

教
員
（
会
）・・・・・・・・・・・・・・
刈
谷　
　

純

特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
会
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
西
村　

三
知

特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
会
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
宮
川
友
利
子

特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
会
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
久
武
真
由
美

特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
会
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
筒
井　

直
子

図
書
支
援
員
（
会
）・・・・・・・・
竹
政
三
世
子

校
務
支
援
員
（
会
）・・・・・・・・
三
谷　

美
貴

（
学
校
給
食
調
理
場
）

主
幹
（
調
理
）・・・・・・・・・・・・
山
﨑
由
利
子

技
術
員
（
調
理
）・・・・・・・・・・
濱
田　

梓
佐

調
理
師
（
会
）・・・・・・・・・・・・
藤
原　

幸
子

調
理
師
（
会
）・・・・・・・・・・・・
坂
本
由
加
利

給
食
調
理
員
（
会
）・・・・・・・・
西
山　

恵
子

給
食
調
理
員
（
会
）・・・・・・・・
秋
山　

咲
子

給
食
調
理
員
（
会
）・・・・・・・・
西
谷　

美
代

給
食
調
理
員
（
会
）・・・・・・・・
小
笠
原
守
美

給
食
調
理
員
（
会
）・・・・・・・・
都
築　

寿
美

【
大
杉
保
育
所
】

【
大
杉
保
育
所
】

主
査
《
主
任
保
育
士
》・・・・・・
上
村　

和
恵

主
幹
（
調
理
）・・・・・・・・・・・・
小
笠
原
佳
世

主
幹
（
調
理
）・・・・・・・・・・・・
三
谷　

由
香

主
幹
《
保
育
士
》・・・・・・・・・・
中
西　

広
香

主
幹
《
保
育
士
》・・・・・・・・・・
秋
山　

武
永

主
幹
《
保
育
士
》・・・・・・・・・・
小
笠
原
春
美

主
幹
《
保
育
士
》・・・・・・・・・・
岡
林　

早
記

主
事
《
保
育
士
》・・・・・・・・・・
田
中　

知
紗

主
事
《
保
育
士
》・・・・・・・・・・
河
野　

由
希

（
豊
永
保
育
所
へ
研
修
派
遣
）

主
事
《
保
育
士
》・・・・・・・・・・
坂
本　

百
花

主
事
《
保
育
士
》・・・・・・・・・・
島
内　

衛
勇

主
事
《
保
育
士
》・・・・・・・・・・
小
笠
原
沙
紀

技
術
員
（
調
理
）・・・・・・・・・・
杉
本　

昇
瑚

保
育
士
（
会
）・・・・・・・・・・・・
上
村　

恵
子

保
育
士
（
会
）・・・・・・・・・・・・
上
村　

志
保

子
育
て
支
援
員
（
会
）・・・・・・
三
谷
ま
ゆ
み

調
理
師
（
会
）・・・・・・・・・・・・
笹
岡　

万
亀

調
理
師
（
会
）・・・・・・・・・・・・
長
田　

群
子

給
食
調
理
員
（
会
）・・・・・・・・
泉　
　

浩
子

【
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
】

【
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
兼
）・・・・・・・・・・・・・・
鎌
倉　
　

仁

補
導
専
門
員
《
県
職
員
》・・・・
森　
　

一
芳

事
務
職
員
（
兼
）・・・・・・・・・・
信
高　
　

愛

選
挙
管
理
委
員
会

書
記
（
併
）・・・・・・・・・・・・・・
平
石　
　

稔

書
記
（
併
）・・・・・・・・・・・・・・
髙
樽　

か
よ

書
記
（
併
）・・・・・・・・・・・・・・
長
谷
川
拓
史

書
記
（
併
）・・・・・・・・・・・・・・
小
笠
原
梨
方

書
記
（
併
）・・・・・・・・・・・・・・
笹
岡　

建
作

書
記
（
併
）・・・・・・・・・・・・・・
猪
野　

可
奈

書
記
（
併
）・・・・・・・・・・・・・・
井
上　

真
侑

書
記
（
併
）・・・・・・・・・・・・・・
兵
頭　

翔
太

書
記
（
併
）・・・・・・・・・・・・・・
市
田　

彩
香

書
記
（
併
）・・・・・・・・・・・・・・
田
岡　

隼
一

書
記
（
併
）・・・・・・・・・・・・・・
小
松　

彩
夏

農
業
委
員
会

事
務
局
長
（
併
）・・・・・・・・・・
永
野　

尊
教

書
記
（
併
）・・・・・・・・・・・・・・
兵
頭
こ
の
か

監
査
委
員
事
務
局

事
務
局
長
（
併
）・・・・・・・・・・
三
谷　

裕
一

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

書
記
（
兼
）・・・・・・・・・・・・・・
前
田　

恵
美

議
会
事
務
局

事
務
局
長
・・・・・・・・・・・・・・・
三
谷　

裕
一

書
記
（
併
）・・・・・・・・・・・・・・
猪
野　

可
奈

★
ピ
カ
ラ
光
で
ん
わ
の
番
号
に
つ
い
て

　

人
事
異
動
に
伴
う
組
織
編
成
に
伴
い
、
各
課
に

つ
な
が
る
ピ
カ
ラ
光
で
ん
わ
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

の
番
号
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
広
報
誌

ゆ
と
り
す
と
６
月
号
に
改
め
て
掲
載
い
た
し
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

退
職
者
等
　
　
　
　
　
　（
3
月
31
日
付
）

●
村
岡　

節

●
溝
渕　

幸
声
（
大
豊
学
園
へ
）

●
森　
　

和
美
（
岡
豊
小
学
校
へ
）

まるごと包括支援センター通信まるごと包括支援センター通信

問い合わせ先　地域福祉課　地域支援班

引き続き、取材を続けていきたいと思います。
自分のためにしていること（運動、散歩、栄養、趣味の活動等）をぜひ、地域
支援班までご連絡ください。自選、他選は問いません♪

　一度は、病気で名前を書くことも難しくなっても「もう一度趣味の書道をしたい。」という強い思いで練習をさ
れたことをお伺いし、本当に大変な道のりだったと思います。しかし、西村さんの話された「継続は力なりです。」
の言葉どおり実行されたことに私も力をいただきました。取材を引き受けてくださり、ありがとうございました。

【毎日のウォーキング】【毎日のウォーキング】
「毎日、朝６時頃から近所
を 30 ～ 40 分ウォーキン
グしています。歩く前は、
15 分程度、手足をストレッ
チしてから歩くようにして
います。ウォーキングは、
20 年以上続けていて雨の
日以外は毎日、必ず歩いて
います。体の健康のために、
毎日続けることに意味があ
ると思っています。」

【継続することが大切】【継続することが大切】
「書道はとても集中力がい
ります。般若心経は、一度
に書き上げることが難し
いので、２～３回に分けて
書いています。一度書き始
めると朝から昼くらいまで
ずっと続けて書いていま
す。金泥で書くのは、普通
の墨汁で書くより時間がか
かります。」

東土居  西
にしむら

村　浩
ひろいち

一さん（90）　

★大豊町のお達者さん紹介コーナー★★大豊町のお達者さん紹介コーナー★

大募集

【趣味の書道を続けています】【趣味の書道を続けています】
「父親がやっていたことをきっかけに
20 代の頃から長年、書道をしていま
す。
しかし、一昨年、病気をして入院しま
した。退院後は、ほとんど寝たきりの
状態になっていて自分で洋服のボタン
を留めることもできなくなり、自分の
名前を書くことも難しい状態でした。
それでも、趣味の書道を続けたいと思
い、リハビリに励み字を書く練習も続
けました。
今年、広島県のふれあい書道展に出
品し、約１万 9,000 点の中から筆都
( ひっと ) 大賞をいただくことができ
ました。これからも元気なうちは、趣
味の書道を続けたいと思っています。」

　実物大でお見せすることができないのが残念ですが、畳
一枚分くらいの大きな作品です。金色の墨汁で書かれてい
ます。

少
し
拡
大
す
る
と

今回の入選でいただ
いた記念品の盾だそ
うです。

おせわになりました。おせわになりました。
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教育委員会だより教育委員会だより

大豊町立大豊学園が開校しました！！大豊町立大豊学園が開校しました！！
　4 月６日に、新しく義務教育学校となる大豊町立大豊学園の開校式が、児童・生徒、教職員、保護者、地域の皆さま、
関係者が参加し、開催されました。
　大豊町の国指定重要無形文化財である永渕神楽保存会の皆さんによる永渕神楽の演舞から始まり、開校記念式
典が行われました。
　大石町長からの力強い開校宣言の後、鎌倉教育長より初代岡村校長先生に新しい学園校旗が授与され参加者に
披露されました。岡村校長先生からは、「新しい歴史の扉がここに大きく開かれた。地域と共に歩み、地域に愛さ
れる学校を目指す」との祝辞がありました。
　式典のなかでは、新しい大豊学園の校歌を作曲していただいた高知大学前田教授のピアノ伴奏のもと児童・生
徒で初めてとなる学園の校歌を全員で力強く斉唱しました。
　生徒会長の門田愛奈さんからは、「ふるさと大豊町を大切にしながら自分の可能性を伸ばし、学園生活をより充
実したものにしていきたい」と誓いの言葉がありました。
　式典後の第２部では、藤川球児氏による「夢を大切にする生き方」と題しての講演会と、児童・生徒とのトークセッ
ションが行われました。藤川氏からは、「自分は絶対こうなりたい」という夢を持とう、夢をみつける天才になっ
てほしいという熱いメッセージをいただきました。
　午後からは、後期課程となる６年生・７年生のステージ進級式が行われました。
　教育委員会といたしましても地域とともにある大豊学園、地域に愛される大豊学園となるよう、学園と連携・
協働のもと取組を進めていきたいと思っております。今後とも皆さまの温かいご支援、ご協力をよろしくお願い
いたします。ご参加いただきました保護者の皆さま、地域の皆さまありがとうございました。

令和４年４月６日（水）

学園校旗授与・披露

初めての全校児童・生徒による校歌斉唱 ステージ進級式

生徒会長　門田　愛奈さん
誓いの言葉

大豊学園
１年生 17
２年生 10
３年生 19
４年生 12
５年生 11
６年生 13
７年生 13
８年生 11
９年生 5
小計 111

大杉保育所 豊永保育所
０歳 0 0
１歳 6 1
２歳 4 7
３歳 5 1
４歳 13 6
５歳 10 1
小計 38 16

町内園児・児童・生徒数
合計 165

町内保育所・大豊学園の園児・児童・生徒数

令和４年４月１日現在

教育委員会だより教育委員会だより

溝渕　幸声溝渕　幸声　みぞぶち　こうせい 教頭先生　みぞぶち　こうせい 教頭先生

　令和２年４月より４年３月末までの２年間、大豊町教育委員会でお世話になりました、溝渕幸
声と申します。この２年間、大豊学園の開校に向け、保護者の皆さま方や地域の皆さま方に大変
お世話になりました。本当にありがとうございました。
　本年４月より大豊学園（後期課程）の教頭として赴任することとなりました。これから、笑顔
で活気あふれる大豊学園、地域とともにある大豊学園をつくっていけるよう、児童・生徒、教職
員とともに全力で取り組んでいきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

三井　利之三井　利之　みつい　としゆき 先生　みつい　としゆき 先生

　須崎市立朝々丘中学校から大豊町立大豊学園に赴任してきました。三井利之です。初めてのこ
とばかりで慣れないこともたくさんありますが、自然豊かな大豊の地で勤務できることがとても
楽しみです。子ども達の出会いを大切に、精一杯頑張りたいと思います。よろしくお願いします。

島内　聖司島内　聖司　しまのうち　せいじ 先生　しまのうち　せいじ 先生

　いの町立枝川小学校より異動してきました、島内聖司と申します。大豊町は初めてで、慣れな
いこともたくさんあるかとは思います。子どもたちとともにたくさんのことを学び、精一杯頑張っ
ていきたいです。どうぞよろしくお願いします。

浅野　成美浅野　成美　あさの　なるみ 先生　あさの　なるみ 先生

　令和４年度から新規採用となりました、浅野成美と申します。出身は土佐清水市です。初めて
のことばかりですが、木の優しい香りに包まれた新校舎で子供たちと共に学び成長していきたい
と思います。全ての新しい出会いを大切に、精一杯頑張ります。よろしくお願いします。

鈴木　薫子鈴木　薫子  　すずき　かおるこ 教頭先生　すずき　かおるこ 教頭先生

　本山町立本山小学校から大豊学園に赴任してきました、鈴木薫子と申します。大豊町の美しい自
然や歴史、文化を感じながら、木の香りに包まれた素敵な校舎で、子どもたちと共に頑張っていき
たいと思います。また、大豊学園では１年生から９年生の子ども達と関わることができるので、と
ても楽しみにしています。どうぞよろしくお願いします。

成岡　栞成岡　栞　なるおか　しおり 先生　なるおか　しおり 先生

　本大豊学園で新規採用になりました、成岡栞と申します。新しくスタートする大豊学園に携われ
ることを嬉しく思います。初めてのことばかりで、分からないことがたくさんありますが、皆様に
ご指導頂きながら精一杯頑張ります。子どもたちと一緒に学び、成長していきたいと思います。よ
ろしくお願いします。

令和４年度から赴任された教職員を紹介します
大豊学園に

ようこそ！

㈱第一コンサルタンツ
代表取締役社長  右城  猛 様（写真右）

新
１
年
生
へ

新
１
年
生
へ

え
ん
ぴ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

え
ん
ぴ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！



高知県土地家屋調査士会に
感謝状を贈呈

　この度、新築した大豊町教育施設の建物
登記を無償で提供していただきました。３
月 22 日（火）に、田邊満夫会長に感謝状を
贈呈しました。ありがとうございました。
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町からのお知らせ 町からのお知らせ

狂
犬
病
予
防
の
巡
回
注
射
を
実
施
し
ま
す

　

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、

生
涯
１
回
の
登
録
と
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
接
種
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
豊
町
内
で
は
次
の
日
程
で
巡
回
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

巡
回
接
種
、
ま
た
は
病
院
で
の
個
別
接
種
で
必
ず
飼
い
犬
に

予
防
接
種
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
巡
回
注
射
日
程

◆
巡
回
注
射
日
程

　

５
月
17
日
（
火
）
西
峰
・
東
豊
永
・
東
部
・
西
豊
永
方
面

　

５
月
18
日
（
水
）
天
坪
・
大
杉
・
立
川
方
面

　

５
月
19
日
（
木
）
大
田
口
・
穴
内
・
大
杉
方
面

　

６
月
５
日
（
日
）
全
地
区

◆
注
射
料

◆
注
射
料　

３
，２
０
０
円
（
注
射
済
票
代
金
を
含
む
）

◆
登
録
料

◆
登
録
料　

３
，０
０
０
円
（
生
後
91
日
以
上
の
犬
）

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
飼
い
主
に
は
、
５
月
上
旬
ま
で
に
問

診
票
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
実
施
場
所

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
く
登
録
す
る
犬
に
つ
い
て
は
、
予
防
注
射
実
施
場
所

で
登
録
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
事
前
に
登
録
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
巡
回
注
射
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
し
た
犬
が
死
亡
し
た
場
合
や
、
飼
い
主
が
変

わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
届
出
が
必
要
で
す
の
で
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
班

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
情
報
登
録
が
始
ま
り
ま
す

　

６
月
１
日
か
ら
、
ブ
リ
ー
ダ
ー
や
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

で
販
売
さ
れ
る
犬
や
猫
に
つ
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装

着
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
す
る
こ

と
で
、
迷
子
に
な
っ
て
も
、
そ
の
犬
や
猫
の
身
元
や
飼
い
主

さ
ん
が
す
ぐ
に
分
か
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ブ
リ
ー
ダ
ー
や
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
購
入
し
た
犬
や

猫
の
飼
い
主
に
な
る
際
に
は
、
装
着
し
て
い
る
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
へ
、「
ご
自
身
が
飼
い
主
で
あ
る
」
と
い
う
情
報
を

登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
情
報
は
環
境

省
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
す
で
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た
犬
や
猫
の

飼
い
主
で
あ
り
、
民
間
登
録
団
体
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
環
境
省
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
へ
の
登
録
も
希
望
す
る
場

合
は
、
下
記
の
サ
イ
ト
へ
ア

ク
セ
ス
し
て
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

５
月
31
日
ま
で
は
、
無
料

で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
班　

下
村

環境省データベースへの
移行登録サイト

https://www/aipo.jp/transfer

　銃砲や刀剣類は、銃砲刀剣類所持等取締法により、一般には所持することが禁じられています。しかし、
美術品もしくは骨董品として価値のある火縄式銃砲等の古式銃砲や、美術品として価値のある刀剣類は、都
道府県に登録をすれば、例外として所持することができます。
●高知県では、下記のとおり、銃砲刀剣類の審査会を実施しています。

【日程】【日程】毎月第２火曜日
【時間】【時間】午後１時 30 分から午後４時まで（受け付けは午後３時 30 分まで）
【場所】【場所】高知県庁 本庁舎 地下第３・第４会議室（高知市丸ノ内 1-2-20）
【審査に必要なもの】【審査に必要なもの】
　　　●審査を受けようとする銃砲刀剣類
　　　●警察署で交付を受けた発見届出済証
　　　●登録手数料　１件につき６，３００円　※登録できなくても必要です

令和４年度　登録審査会日程
５月10 日（火） 11 月　８日（火）
６月14 日（火） 12 月13 日（火）
７月12 日（火）　１月10 日（火）
８月   ９日（火） ２月14 日（火）
９月13 日（火） ３月14 日（火）

10 月11 日（火）

問い合わせ先　高知県歴史文化財課（銃砲刀剣類担当）   ☎ 088-823-9112　FAX 088-823-9063

令和４年度　銃砲刀剣類の登録審査会について
安
ら
か
に

氏　

名
（
敬
称
略
）
死
亡
日

性

年
齢
住
所

西　

本　

嘉　

彦
３
月
２
日

男

85
歳
東
寺
内

小　

嶋　

英
次
郎
３
月
４
日

男

84
歳
大
田
口

福　

永　

佐　

惠
３
月
11
日

女

88
歳
本　

村

髙　

木　

叡　

郎
３
月
13
日

男

87
歳　

沖

　福祉サービス困りごと解決制度をご存じですか？

　ホームヘルプサービスやデイサービス、各種社会福祉施設（老人ホーム、保
育所、障害者施設等）の福祉サービスを利用してみると、あらかじめ説明され
た内容と異なるサービスであったり、思ってもみない扱いを受けて不快になっ
たり、苦痛を感じている方もいらっしゃるかもしれません。
　そのような「苦情（困りごと）」は、まずサービスを提供している事業者との
話し合いで解決していくことが望まれます。
　しかし、なかには話し合いだけでは解決しなかったり、苦情を言いたくても
言えない環境や雰囲気であったり、苦情を言うことによって苦痛を感じるよう
な扱いを受けるのではないかと心配されている場合もあるのではないかと考え
ます。
そのような時には「福祉サービス困りごと解決委員会」にご相談ください。「困
りごと」の解決に向けてお手伝いします。また、秘密は厳守します。
相談は無料で、受付は年末年始を除いた平日の午前９時から午後４時までです。

所在地　〒 780-8567　高知市朝倉戊 375-1　　高知県立ふくし交流プラザ
　　　　高知県運営適正化委員会（福祉サービス困りごと解決委員会）
　　　　電話 088-802-2611　FAX 088-844-9443
　　　　e-mail:kaiketsu@pippikochi.or.jp　（FAX と e-mail は 24 時間受付）

【場所】【場所】大杉保育所内
【開設日時】【開設日時】
　月曜日・水曜日・金曜日
　（年末年始・祝日を除く）
　※保育行事等で変更する場合があります。
　午前９時～正午

【電話】【電話】72-0056

月 火 水 木 金
2 よちよち 3 4 休み休み 5 6 よちよち

9 よちよち 10 11 よちよち
保育士さんによる
絵本の読み聞かせ

12 13 よちよち
　保健師さんが
　来ます

16 よちよち 17 18 よちよち
保育士さんによる
絵本の読み聞かせ

19 20 よちよち

23 よちよち 24 25 よちよち
保育士さんによる
絵本の読み聞かせ

26 27 よちよち

30 よちよち 31

大豊町地域子育て支援センター「よちよち」大豊町地域子育て支援センター「よちよち」

高知県運営適正化委員会からのお知らせ高知県運営適正化委員会からのお知らせ

【５月の予定】【５月の予定】
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路線バスを利用しよう！路線バスを利用しよう！

田井出張所
発 中央病院前 西津家 川口分岐 大杉駅　着 大杉駅　発 川口分岐 西津家 中央病院前 田井出張所

着

5:53 6:02 6:14 6:17 6:21

6:55 6:59 7:02 7:14 7:23

6:54 7:03 7:15 7:18 7:22 7:23 ⇒医大病院　8：05 着

7:30 7:39 7:51 7:54 7:58

8:00 8:04 8:07 8:19 8:28

8:10 8:19 8:31 8:34 8:38 8:39 ⇒医大病院　9：21 着

医大病院　8：34 発⇒ 9:16 9:17 9:21 9:24 9:36 9:45

10:07 10:16 10:28 10:31 10:35

11:05 11:09 11:12 11:24 11:33

12:20 12:29 12:41 12:44 12:48

医大病院　12：24 発⇒ 13:06 13:07 13:11 13:14 13:26 13:35

15:07 15:16 15:28 15:31 15:35

15:14 15:23 15:35 15:38 15:42 15:43 ⇒医大病院　16：25 着

15:50 15:54 15:57 16:09 16:18

17:00 17:09 17:21 17:24 17:28

医大病院　16：55 発⇒ 17:37 17:38 17:42 17:45 17:57 18:06

17:50 17:54 17:57 18:09 18:18

17:35 17:44 17:56 17:59 18:03

18:18 18:22 18:25 18:37 18:46

18:20 18:29 18:41 18:44 18:48

19:15 19:19 19:22 19:34 19:43

有限会社嶺北観光自動車バス時刻表
田井⇔大杉駅⇔医大病院線

【抜粋】 北岸経由　、　元旦（1/1）は全便運休します。 令和４年３月 12 日改正

　今日はオーストラリアの先住民がずっと語り継いだ、オーストラリアの誕生の物語を紹

介したいと思います。「The Rainbow Serpent」、「七色の大蛇」です。

　昔々、大地がまだ眠り、何も動かず、何も生えなかった夢の時代に、七色の大蛇が住

んでいました。ある日七色の大蛇は目を覚まし、地底から出てきました。長い眠りから覚

めた彼女は、巨大な体で曲がりくねった痕跡を残しながら大地の最果てまで旅をしまし

た。こうして谷や丘を創造しました。

　それからカエルたちを呼びました。カエルたちは大量の水を腹に蓄えたので、彼らの

お腹をくすぐって、溜まった水が大地にあふれました。七色の大蛇が造った痕跡を埋め

尽くして、こうして川と湖を創造しました。

　水によって草や木が生え、動物たちは、それぞれの住む場所を探し始めました。ある

動物は岩の中に、ある動物は広大な草原に、またある動物は木の中に家を作りました。

争いが起こらないように、七色の大蛇はいくつ

かのルールを作りました。「私のルールに従うも

のには人間の姿を与えます。しかし、それを破

るものは石にされ、二度とこの地を歩くことは

ない。」と告げました。

　そして疲れはてた七色の大蛇は湖に入り、ま

た眠りにつきました。でも、たまに大雨の後、空に向かって体を伸ばします。それは虹

という現象です。

通 信通 信

Everyone! 

問い合わせ先　
有限会社嶺北観光自動車
高知県土佐郡土佐町田井 1491-1
☎ 0887-82-0199 FAX 0887-82-0299
URL https://reihoku-kanko.net
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後期高齢者医療制度の令和４・５年度の保険料率が決まりました。後期高齢者医療制度の令和４・５年度の保険料率が決まりました。

 ● 被保険者均等割額　　 55,500 円 
 ● 所得割率　　　　  　 　10.50%

　高知県の後期高齢者の医療費は毎年増加しているため、医療保険が負担する費用も増加しています。
　基金を活用しながら将来に渡って安定した制度運営を行っていくために、令和４・５年度の保険料率
については、令和２年度・令和３年度の保険料率（被保険者均等割額 54,316 円・所得割率 10.49%）
から引き上げることとなりました。
　　令和４年度の個々の保険料額につきましては、前年中の所得が確定した後、次の計算方法により
７月初旬に決定する予定です。

　保険料は一律に負担していただく「被保険者均等割額」と所得に応じて負担していただく「所
得割額」を合計して被保険者個人ごとに算出します。

１人あたり
年間保険料
上限額

改正前（令和３年度） 改正後（令和４年度）

64 万円 66 万円

■令和４年度の保険料の計算方法■令和４年度の保険料の計算方法

●賦課基準額とは、総所得金額等（被保険者の前年中の収入額から各種控除や必要経費を除い
た所得の合計額）から基礎控除額（43 万円）を差し引いた金額です。

●１人あたりの年間保険料の上限は 66 万円です。

◆１人あたりの年間保険料の上限額が変わります。◆１人あたりの年間保険料の上限額が変わります。

１人あたりの
年間保険料

（100 円未満切り捨て）

［被保険者均等割額］
55,500 円

［所得割額］
賦課基準額× 10.50％＝ ＋

◆後期高齢者医療の被保険者数・医療給付費の状況 (3 月～ 2 月診療月平均 )◆後期高齢者医療の被保険者数・医療給付費の状況 (3 月～ 2 月診療月平均 )

　
　

実　績 推　計

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

被保険者数 127,354 人 127,600 人 127,232 人 131,063 人 135,249 人

医療給付費総額 1,393 億円 1,364 億円 1,400 億円 1,433 億円 1,480 億円

１人あたり医療給付費 109 万円 107 万円 110 万円 109 万円 109 万円

●高知県では早くから高齢化が進展していますが、被保険者数の増加や医療の高度化等に伴い、今後
も高知県全体の医療給付費総額は、増加していくことが見込まれます。

●高知県の医療給付費総額を被保険者数で平均した１人あたり医療給付費は、入院医療費が特に高い
ことから、全国平均を大きく上回って推移しており、令和元年度では、全国平均の 88 万円よりも高
い 109 万円で、都道府県別の順位でも 1 番という高い状況となっています。

●後期高齢者医療制度では、利用者負担を除いた後期高齢者の医療費の支払いなどに必要な費用の約
５割を国・県・市町村の公費が負担し、約４割を現役世代の方が加入する医療保険からの支援金が
負担しており、被保険者の皆様に負担していただく保険料は、全体の約１割となっています。保険
料は、皆様に安心して医療を受けていただくための大切な財源ですので、納付へのご理解とご協力
をお願いいたします。

自
己
負
担

公費・約５割公費・約５割
（国・県・市町村が４：１：１で負担します）（国・県・市町村が４：１：１で負担します）

他保険からの支援金・
約４割（国保や健保など）

保
険
料

保
険
料  

約
１
割

約
１
割

医療給付費（医療保険で負担する部分）

医療費の総額



おおとよ　ゆとりすとおおとよ　ゆとりすと 3031

高知東警察署本山警察庁舎　
　　高齢者交通安全アドバイザー　上池　

☎０８８７‒７６‒０１１０
交通安全ニュース交通安全ニュース

●運転による交通事故を起こすリスクがなくなる
●自主返納により

様々なサービスが受けられる
●運転経歴証明書は更新がなく、永年有効な公的

身分証として利用できる
●車を手放して経済的な負担減

●ドライバーによる死亡事故は 346 件（前年比 13
件増）

● 75 歳未満を含めた死亡事故全
体（2289 件）の 15.1％

●車に限った事故原因　
　ハンドル操作ミス
　ブレーキ・アクセル踏み間違い
　33.1％

過去には、横転事故も発生しています。
例年の事と慣れていても、過信せず基本を忘れ
ない運転を心がけ事故を防ぎましょう。

問い合わせ先　大豊町食生活改善推進協議会事務局（地域福祉課健康づくり班）☎ 72-0450

ヘルスメイトの
おしゃべり
コーナー

　私たちヘルスメイトは、毎年１年生の入学式の日に「ぴかぴか 1 年生事業」を実施して
います。この事業は「早ね、早おき、朝ごはん」を基本に、朝食摂取の大切さを中心に
お話ししています。
　そして、すこやかで充実した学校生活を送るためには、主食、主菜、副菜がそろったバ
ランス食が重要であることも説明します。
　今年は、新しくなった大豊学園で、入学式を終えたばかりの「ぴかぴか」で元気な１年
生と保護者の皆さまにお話しをしました。そして、ささやかですが、入学のお祝いとして
マスクや鉛筆などをプレゼントさせていただきました。

ぴかぴかな１年生に会ってきました！

農耕車の運転にもご注意を農耕車の運転にもご注意を

　運転免許は、生活に欠かせない移動手段のためには
必要な物です。
　しかし、ご家族や知人から「そろそろ運転はやめた
ら？」等の声を聞くことが多くなってきた、またはご
自分の運転に不安を感じるようになってきているの
であれば、免許返納を検討してみませんか。

事故を起こしてからでは遅いのです。事故を起こしてからでは遅いのです。
どちらを選びますかどちらを選びますか

全国　令和 3 年中免免 許返納のメリット許返納のメリット

返納のメリットは多数！返納のメリットは多数！

統計が残る昭和 61 年以降
最高の割合

農繁期

警察庁統計より
75 歳以上の高齢者事故

ゆとりすとカレンダーゆとりすとカレンダー ５月 ･ ６月

令和 4 年　2022 年
【5 月　皐月　May】

1 日
2 月 八十八夜
3 火 　　憲法記念日
4 水 　　みどりの日

5 木 　　こどもの日
端午の節句 

立夏
6 金
7 土
8 日 母の日
9 月

10 火

11 水 いきいき元気運動教室（ふれあいセンター）14：30 ～ 15：30
立川無医地区診療

12 木

▲▲

マイナンバーカード臨時窓口　17：15 ～ 20：00
13 金
14 土
15 日

▲▲

マイナンバーカード臨時窓口　9：00 ～ 15：00
16 月

17 火 久壽軒無医地区診療
狂犬病予防注射巡回（P24）

18 水 狂犬病予防注射巡回

19 木 狂犬病予防注射巡回▲▲

マイナンバーカード臨時窓口　17：15 ～ 20：00
20 金
21 土
22 日
23 月
24 火 西峯無医地区診療
25 水
26 木

▲▲

マイナンバーカード臨時窓口　17：15 ～ 20：00
27 金

28 土
はつらつ健康運動教室（役場庁舎）10：00 ～ 11：00 
特定健診・胸部・胃がん・大腸がん（ふれあいセンター）8：30 ～ 10：00 

（東豊永・西峰・東部・豊永地区）

29 日 特定健診・胸部・胃がん・大腸がん（ふれあいセンター）8：30 ～ 10：00 
（大田口・穴内・立川・大杉・天坪地区）

30 月
31 火 固定資産税（１期）納付期限

【6 月　水無月　June】

1 水
行政相談（ふれあいセンター）10：00 ～ 12：00 
人権相談（ふれあいセンター）10：00 ～ 15：00 
はみがき・栄養教室（豊永保育所）

2 木
3 金 はみがき・栄養教室（大杉保育所）
4 土
5 日 狂犬病予防注射 芒種
6 月
7 火

豊
永
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大
豊
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乗合タクシー
運行当番表

※新型コロナウイルスの影響で予定は変更となる場合があります。
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ポータルサイト

住民生活課　保険窓口班

高岡　芽生
　自然に囲まれた町で働けることを
光栄に思います。社会人として未熟
ですが、精一杯がんばります！

住民生活課　税務班

畠山　和樹
　初心を忘れずかんばりま
す。至らぬ点もあるかとは思
いますが、日々邁進していき
ます。

大杉保育所　技術員

杉本　昇瑚
　大豊町の魅力が今より
ももっと多くの方々に伝
わるように努力していき
ます。

地域福祉課　福祉介護班

都築　利弥
　初心を忘れず、大豊町
のために少しでも貢献で
きるように日々努力して
いきます。

総務課　総務防災班

大山　蓮
　初心を忘れず少しでも
住民の方々のお役に立て
るよう頑張ります。

学校給食調理場　技術員

濱田　梓佐
　大豊町職員の一員として一生
懸命頑張ります。

新規採用職
員紹介

よろし
くお願いしますよろし
くお願いします


